
全身で受け止める
自然の恵み

「秋の稔りフェア・サケのつかみ取り」10月23日（大曲地区丸子川）
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や
か
な
ピ
ア
ノ
の
調
べ
に

乗
せ
て
、
ふ
る
さ
と
の
存

在
を
心
の
支
え
に
都
会
で
夢
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
若
者
の
姿

を
、
伸
び
や
か
に
優
し
く
歌
い
上

げ
た
５
枚
目
の
シ
ン
グ
ル
「
ね
ぇ
」

が
、
昨
年
大
仙
市
の
公
式
観
光
Ｐ

Ｒ
映
像
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
起
用
さ

れ
た
結
香
さ
ん
。メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ

ュ
ー
か
ら
５
年
の
節
目
を
迎
え
た

今
年
、満
を
持
し
て
初
め
て
地
元
・

大
曲
地
域
で
単
独
コ
ン
サ
ー
ト
に

臨
む
。「
会
場
の
大
曲
市
民
会
館

は
、
活
動
拠
点
の
東
京
で
も
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
く
ら
い
大
き
な

規
模
。お
世
話
に
な
っ
た
方
が
足

を
運
ん
で
く
れ
る
と
思
う
の
で
こ

れ
ま
で
の
集
大
成
を
披
露
し
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
る
。

　

小
学
５
年
の
と
き
に
秋
田
県
歌

謡
選
手
権
大
会
の
ポ
ッ
プ
ス
部
門

で
優
勝
。そ
の
後
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催

の「
Ｂ
Ｓ
ジ
ュ
ニ
ア
の
ど
自
慢
」で

グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
す
る
な
ど
、

数
々
の
受
賞
歴
を
も
つ
。歌
手
を

目
指
し
て
本
格
的
な
活
動
を
始
め

た
の
は
高
校
時
代
。大
学
進
学
に

向
け
受
験
勉
強
に
励
む
傍
ら
、
週

１
回
東
京
の
養
成
所
に
通
う
多
忙

な
日
々
を
過
ご
し
た
。「
大
変
だ

っ
た
け
ど
、東
京
で
の
歌
の
レ
ッ
ス

ン
は
受
験
の
息
抜
き
に
な
っ
て
い

た
」と
笑
顔
で
当
時
を
振
り
返
る
。

7

穏

11月に地元大仙市で初のコンサート

結香 さん（大曲・27歳）

今号の注目株
Wacthed stock of now issue

profile_
ゆか●1989（平成元）年大曲生まれ。大曲西中−大曲高
卒。大学在学中に本格的に歌手活動を開始し、2011（平
成23）年、ゲーム「華鬼～恋初める刻	永久の印」の主題
歌「運命の華」でメジャーデビュー。これまでシングル
５枚、アルバム２枚をリリース。東京都在住。

［写真］大仙市のイベントにも積極的に出演。平成24年度成人式では同郷の毛利
大介さん（写真右）とともにステージに登場、新成人に歌のエールを送った。

　

大
学
在
学
中
に
ゲ
ー
ム
の
主
題

歌
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。現
在

は
東
京
都
を
活
動
拠
点
に
首
都
圏

で
の
ラ
イ
ブ
を
活
動
の
中
心
に
し

て
い
る
。最
近
は
大
仙
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
会
場
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で

歌
う
機
会
も
増
え
た
。「
地
元
で

の
ラ
イ
ブ
が
き
っ
か
け
で
、
た
く

さ
ん
の
方
に
自
分
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
。

来
場
者
の
皆
さ
ん
と
話
題
な
ど
で

共
有
し
て
い
る
点
が
多
い
分
、
ラ

イ
ブ
も
や
り
や
す
い
」と
話
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
を
主
催
す
る
「
Ｆ

Ｍ
は
な
び
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
首
都
圏
で

数
々
の
番
組
制
作
に
携
わ
っ
て
い

る
福
原
尚
虎
さ
ん
は
「
彼
女
は
技

術
に
裏
打
ち
さ
れ
た『
歌
ご
こ
ろ
』

を
も
っ
て
い
る
。歌
手
な
の
だ
か

ら
、歌
が
上
手
な
の
は
当
然
。そ
の

上
で
、
若
い
の
に
歌
に
対
す
る
心

構
え
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
」

と
、歌
手
と
し
て
の
魅
力
を
語
る
。

　

曲
づ
く
り
の
根
底
に
あ
る
の

は
、ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
。「
上
京

し
て
夢
を
追
い
か
け
る
大
変
さ
を

経
験
し
、
帰
る
場
所
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
、
と
い
う
思
い
を
強
く
感

じ
て
い
る
。『
ふ
る
さ
と
秋
田
』を

ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
聴
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

音
楽
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
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　木のぬくもりが感じられゆったりとできる空間の店
内では、手作りのかごの展示販売や自家製野菜の直売
も行っており、こちらも好評です。
　明るい笑顔のお母さんたちが愛情を込めて定食を作
って待っています。皆さんぜひお立ち寄りください。

　平成26年８月、地域の憩いの場と活性化を目指して
オープンした農家レストラン。歩いて数分の所にある
畑やハウスで採れた自家栽培の新鮮で安全な野菜を中
心とした定食を食べることができます。
　ランチの一番人気は「おにぎりおまかせ定食」。おに
ぎり、うどん、煮物、天ぷらの他に、旬の野菜を使った小
鉢が数皿つく、ボリュームたっぷりの定食です。普段は
カフェとして営業していますが、還暦のお祝いや法事
の食事会などにも利用することができます。

営業期間／３月から11月までの
午前11時～午後３時（火曜定休）

営業場所／協和峰吉川字西窪
（国道13号サークルＫ向かい）

農家の産直カフェ「作助」
（今野シオ子代表・協和）

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報
紙の感想を記入し、プレゼント係までお送りください。当選
者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
応募期限／11月 30日（消印有効）

〒 014−8601		だいせん日和プレゼント係
ファクス	／		0187-63-1119
Eメール	／		kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合、件名は「読者プレゼント」

応募方法 宛 先

JA 秋田おばこ仙北農産加工部会

問い合わせ
	 JA 秋田おばこ仙北営農センター
	 ☎ 0187-63-3911
販売所
　史跡の里交流プラザ「柵の湯」
	 ☎ 0187-69-3311

だいせん日和

読者プレゼン
ト

秋
田
お
ば
こ
仙
北
農
産
加
工
部
会

（
齋
藤
登
貴
子
会
長
）
の
古
代
米
入
り

大
福（
３
個
入
り
）
を
10
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
が
全
て
手
作
り
し
て
い

る
「
古
代
米
入
り
大
福
」
は
、
地
元
産
の

餅
米
と
古
代
米（
黒く

ろ

米ま
い

）を
使
用
。
黒
米
は
、

た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
・
Ｂ
２
、

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
栄
養
素
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
濃
い
紫
色
が
特
徴
で

す
。
そ
の
色
は
、
黒
米
が
も
つ
紫
黒
色
の

色
素「
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
」に
よ
る
も
の
で
、

古
代
米
本
来
の
色
を
生
か
し
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
同
部
会
で
作
り
続
け
て
約
30
年
。

代
々
、
会
員
が
作
り
方
を
伝
授
し
な
が
ら

守
り
続
け
て
き
た
自
慢
の
逸
品
で
す
。

　

根
強
い
フ
ァ
ン
の
多
い
古
代
米
大
福
。

大
福
の
中
に
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い
る
こ

し
あ
ん
は
、
古
代
米
の
風
味
を
残
す
た
め

や
さ
し
い
甘
さ
に
し
て
い
ま
す
。
保
存
料

を
使
用
し
て
い
な
い
た
め
、
出
来
た
て
の

う
ち
早
め
に
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

JA

約 30年、代々受け継がれてきた伝統の味
古代米入り大福

濃い紫色のつきたて餅の中に、手作りのこ
しあんがたっぷりの古代米入り大福

第18回

広報だいせん

だいせん日和
2016_11月号 vol.278
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    市の動きMunicipal Government 
Pick Up Info.

今
夏
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
に
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
た
佐
々
木
悟
さ
ん（
マ
ラ
ソ

ン
男
子
・
南
外
地
域
出
身
）・
佐
々
木
将
汰
さ

ん（
カ
ヌ
ー
競
技
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
・
協
和
地

域
在
住
）・
佐
々
木
翼
さ
ん（
同
）の
３
選
手

に
大
仙
市
民
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
仙
市
民
賞
表
彰
は
２
０
０
７
（
平
成

19
）年
に
創
設
。芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

学
芸
・
そ
の
他
の
分
野
で
市
民
の
誇
り
と

な
る
卓
越
し
た
活
躍
を
し
、
市
民
に
広
く

親
し
ま
れ
、
市
民
に
喜
び
と
希
望
を
与
え

る
と
と
も
に
、
市
の
名
声
を
高
め
た
市
民

ま
た
は
市
に
関
係
の
あ
る
個
人
も
し
く
は

団
体
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。大
仙

市
民
賞
の
受
賞
者
は
、
今
回
の
３
選
手
を

加
え
、９
個
人
１
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
選
手
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で

世
界
の
強
豪
に
果
敢
に
挑
み
、
そ
の
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
戦
い
抜
く
姿
は
多
く
の
市

民
に
大
き
な
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。表
彰
式
は
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の

出
身
地
域
で
開
か
れ
た
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
行
わ
れ
、
会
場
は
激
闘
を
終
え
た
選

手
た
ち
を
た
た
え
る
地
域
住
民
の
温
か
い

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

TOPICS_１

出
身
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
贈
呈
式
を
開
催

「
市
民
の
誇
り
」活
躍
を
た
た
え
る

リ
オ
五
輪
代
表
の
３
選
手
に
大
仙
市
民
賞
を
贈
呈

The award for good citizenship

TOPICS_１

市
は
、平
成
20
年
度
に
導
入
し
た「
ふ
る

さ
と
納
税
」制
度
を
拡
充
し
、寄
付
者

に
対
し
て
寄
付
額
に
応
じ
た
返
礼
品
を
贈
る

制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、納
税
者
の
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
を
地
方
の
活
性
化
に
結
び
つ
け

よ
う
と
い
う
観
点
か
ら
創
設
さ
れ
た
も
の
。

自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
付
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
し
た
場
合
、
寄
付
額
の
う
ち
２
千
円

を
超
え
る
部
分
を
所
得
税
と
住
民
税
か
ら

原
則
と
し
て
全
額
が
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。自
分
の
生
ま
れ
故
郷
だ
け
で
な
く

応
援
し
た
い
自
治
体
な
ど
、ど
の
自
治
体
で

も
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
寄
付
は
、

近
年
寄
付
額
・
件
数
と
も
に
急
激
に
増
加

し
て
い
ま
す
。全
国
的
に
見
る
と
、平
成
26

年
度
の
寄
付
額
の
合
計
は
３
８
９
億
円
で

し
た
が
、
27
年
度
に
は
１
６
５
３
億
円
に

ま
で
達
し
ま
し
た
。総
務
省
の
調
査
に
よ

る
と
、そ
の
要
因
に
は
、ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
普
及
・
定
着
が
進
ん
だ
こ
と
の
ほ
か
、

寄
付
者
に
贈
る
返
礼
品
の
充
実
な
ど
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、返
礼
品
を
送

付
し
て
い
る
自
治
体
は
全
体
の
約
９
割
。

返
礼
品
の
充
実
で
寄
付
額
の
増
加
を
図
る

取
り
組
み
が
全
国
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
遠
方
か
ら
ま
ち
を
応
援
し
て

も
ら
う
と
い
う
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、市
外
に
居
住
し
て
い
る
寄
付
者

に
お
礼
と
し
て
市
広
報
紙
、
市
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
、特
産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
の
詰
め
合
わ
せ
を
贈
る
な
ど
、

制
度
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、こ
れ
ま
で
の
制
度
に
加
え
、

市
外
に
居
住
し
て
い
る
寄
付
者
を
対
象
に
、

寄
付
額
に
応
じ
て
特
別
栽
培
米
や
市
内
蔵

元
が
製
造
し
た
お
酒
を
贈
り
、
大
仙
市
を

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
制
度
を
新
た
に
創
設
。イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
寄
付
の
受
け
付
け
も
導

入
し
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
や
コ
ン
ビ

ニ
決
済
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
、よ
り
気
軽

に
寄
付
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」を
通
じ
て

応
援
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
思
い
を
大
切

に
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

TOPICS_2

寄
付
者
へ
の
返
礼
品
贈
呈
を
ス
タ
ー
ト

市
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用

大
仙
市
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

Hometown tax payment

南外中学校祭で市民賞を受ける
佐々木悟さん（写真上・10月９日）
きょうわ祭で市民賞を受ける佐々
木将汰さん（写真中・10月15日）と
佐々木翼さん（写真下・同）

The award for
good citizenship

Hometown tax 
payment
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基 礎 工 事

電 気 工 事

管 工 事

平成28年度大仙市技能功労者表彰

　卓越した技術を持ち、長年精進された技能者の方々をたたえようと毎年行っている
技能功労者表彰。今年度は次の３人の皆さんが選ばれました。
　受賞者は、関係団体から推薦された方々について９月15日の選考委員会（佐々木正
美会長）による選考を経て決定されました。
　ここでは、受賞した３人の皆さんのこれまでの足跡をたどります。

栄えある受賞に３氏が輝く

　

昭
和
40
年
４
月
か
ら
父・敏
次
氏

に
師
事
し
、電
工
見
習
い
と
し
て
屋

内
配
線
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。平

成
13
年
に
熊
谷
電
機
店
の
代
表
に

就
任
し
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

電
気
工
事
業
に
50
年
間
携
わ
り
、

旧
中
仙
町
防
犯
灯
の
新
設
及
び
修

繕
を
一
手
に
受
注
施
工
し
た
ほ
か
、

一
般
住
宅
屋
内
配
線
工
事
に
つ
い

て
は
６
０
０
件
以
上
の
施
工
実
績

が
あ
り
ま
す
。一
級
電
気
工
事
施
工

管
理
技
士
、第
一
種
電
気
工
事
士
の

資
格
を
持
ち
、そ
の
確
か
な
技
術
と

豊
か
な
経
験
か
ら
、平
成
18
年
に
は

大
曲
地
区
電
気
工
事
安
全
協
議
会

の
会
長
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

自
社
で
は
社
員
に
対
し
て
、
引

込
線
委
託
工
事
実
技
や
高
圧
ケ
ー

ブ
ル
技
術
な
ど
の
講
習
会
の
受
講

や
、一
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士

の
資
格
取
得
を
支
援
。こ
れ
ま
で
に

３
人
の
社
員
を
独
立
さ
せ
て
お
り
、

後
進
の
育
成
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

熊
く ま

谷
が い

 浩
こ う

悦
え つ  さん 長野［中仙］（昭和21年生まれ：70歳）

Koetsu Kumagai

　
昭
和
54
年
４
月
に
（
株
）
秋
田
県

南
重
機
に
入
社
。高
層
建
築
物
や

橋
脚
等
構
造
物
の
基
礎
工
事
に
関

す
る
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
中

で
、
二
級
土
木
施
工
管
理
技
士
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
施
工
士
な
ど
の

専
門
資
格
を
取
得
し
て
き
ま
し
た
。

　

基
礎
工
事
業
に
37
年
間
携
わ

り
、大
曲
通
町
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
で
の
既
存
杭
撤
去
工

事
や
玉
川
橋
護
岸
工
他
工
事
を
は

じ
め
、
宮
城
県
の
震
災
復
興
事
業

で
は
既
存
杭
の
撤
去
工
事
、そ
の
他

岩
手
県
花
巻
市
や
山
形
県
村
山
市

の
橋
下
部
工
工
事
な
ど
、県
内
外
に

多
数
の
施
工
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

綿
密
な
施
工
計
画
の
も
と
、
地

中
深
く
見
え
な
い
所
に
杭
や
鋼
矢

板
を
正
確
に
打
ち
込
む
技
術
に
優

れ
て
お
り
、
精
度
の
高
い
安
全
な

施
工
で
関
係
者
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
お
り
、
業
界
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

工
く

藤
ど う

 義
よ し

一
か ず  さん 神宮寺［神岡］（昭和34年生まれ：57歳）

Yoshikazu Kudo

　

昭
和
43
年
４
月
に
大
曲
水
道
工

業
所（
現
・
大
曲
施
設
工
業（
株
））に

入
社
。管
工
事
技
術
の
研
さ
ん
を

積
み
、一
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士

の
資
格
を
は
じ
め
、
上
下
水
道
設

備
、空
調
・
暖
房
設
備
、消
火
設
備
、

浄
化
槽
設
備
と
多
岐
に
わ
た
り
技

術
と
資
格
を
習
得
し
て
き
ま
し
た
。

　

管
工
事
業
に
48
年
間
携
わ
り
、

市
立
大
曲
病
院
の
新
築
工
事
や
市

立
大
曲
小
学
校
の
公
共
下
水
道
の

切
替
工
事
な
ど
の
公
共
事
業
工
事

や
、一
般
住
宅
の
配
管
工
事
に
携
わ

り
ま
し
た
。特
に
鋼
管
の
ネ
ジ
加
工

配
管
、塩
化
ビ
ニ
ー
ル
配
管
、銅
管

の
溶
接
配
管
で
高
度
な
技
術
を
身

に
付
け
て
お
り
、的
確
な
完
工
に
貢

献
す
る
施
工
の
手
腕
は
業
界
内
か

ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
内
で
は
統
括
部
長
と
し
て
、社

員
の
技
術
向
上
の
た
め
、定
期
的
に

技
術
講
習
や
勉
強
会
を
開
く
な
ど
、

後
進
の
育
成
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

富
と

樫
が し

 勝
か つ

治
じ  さん 大曲［大曲］（昭和24年生まれ：66歳）

Katsuji Togashi
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第９回大仙農業元気賞

　短期大学を卒業後、会社
員として勤務したのち、平
成13年に就農しました。現
在は、平成19年に設立され
た集落営農組織「川戸賀大
豆組合」の代表を務め、大豆
栽培の集団化・安定生産に
取り組んでいます。
　同組合は、国の政策であ
る品目横断的経営安定対策
に対応するために設立。そ
れ以来組織の代表を務めて
おり、17戸の農家から約30
㌶の大豆の生産作業を請け
負っています。
　仙北大豆生産組合の一員
であり、JA秋田おばこ大豆
生産振興協議会で委員を務
めるなど、市の大豆生産の
振興に尽力しています。

草
く さ

彅
な ぎ

 英
ひ で

樹
き

 さん

横堀［仙北］・48歳

　大学卒業後、会社員とし
て勤務したのち、秋田県が
実施している「未来農業の
フロンティア育成研修」を２
年間受講し、畜産を学びまし
た。研修修了後は自宅で就
農し、家業の畜産部門を継
承して独立経営しています。
　黒毛和種繁殖牛（飼養頭数
26頭）の経営のほか、定期巡回
時のヘルパーとして子畜検
査や予防接種を補助してい
ます。家畜人工授精師や家畜
体内受精卵移植師の資格を
もち、地域の畜産農家から依
頼があった場合は人工授精
を請け負っています。中仙地
域和牛青年部の一員で、今年
度は青年部長に就任。同世代
からの信頼を集めています。

鈴
す ず

木
き

 邦
く に

洋
ひ ろ  さん 

鑓見内［中仙］・31歳

　短期大学を卒業後、秋田
県が実施している「未来農
業のフロンティア育成研修」
を２年間受講。研修修了後
の平成13年に就農しました。
　戸澤家は、平成26年２月に
家族経営を法人化し「農事組
合法人トザワファーム」を設
立。地域の離農者から農地中
間管理事業などを活用して農
地を集積し、両親とともに、持
続的に地域農業を支えること
ができる農業経営を目指して
います。現在は水稲のほかに
ソバ、エダマメの栽培にも取
り組み、複合経営を実践して
います。ラジコンヘリの防除
組織「農事組合法人三本扇フ
ァーム」の構成員・オペレータ
ーとしても活躍しています。

戸
と

澤
ざ わ

 卓
た く

也
や

さん

三本扇［太田］・38歳

　関西の専門学校を卒業後、
会社員として勤務したのち、
平成21年に帰郷。「株式会社
RICEBALL」を設立しました。
　法人設立当初は、関西方
面を中心に米の卸売業を行
っていましたが、平成25年
からは農業経営改善計画の
認定を受けて米の生産に本
格参入。あきたこまちの生
産に力を注いでおり、現在
の水稲の経営規模は約70㌶
に達しています。
　今年９月には、自社生産し
たあきたこまちを手作りおに
ぎりにして販売するアンテナ
ショップ「ONIGIRI　ICHIGO

（おにぎり１合）」を東京・代官
山にオープン。６次産業化に
も取り組んでいます。

鈴
す ず

木
き

 貴
た か

之
ゆ き  さん

北楢岡［神岡］・41歳

「農林業」は大仙市を支える大切な産業です。
市では、新たな農林業に挑戦し、地域のリーダーとして
将来が期待される農林業経営者の方々を「大仙農業元気賞」として表彰しています。
ここでは、今年度の受賞者に選ばれた４人の若き担い手を紹介します。

農業の未来を担う若きリーダーたち



第
38
回
全
県

５
０
０
歳
野

球
大
会
が
９
月
17
日

か
ら
21
日
ま
で
神
岡
野
球
場
を
主

会
場
に
市
内
18
カ
所
の
野
球
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
野
球
発
祥
の
地「
神
岡
」で

始
ま
っ
た
５
０
０
歳
野
球
大
会
。

野
球
を
生
涯
現
役
で
楽
し
む
た
め

に「
出
場
選
手
は
50
歳（
大
会
開
催
年

時
点
）
以
上
」「
出
場
９
選
手
の
合

計
年
齢
が
５
０
０
歳
以
上
」「
選

手
の
交
代
は
何
回
で
も
可
能
」
な

ど
独
自
の
ル
ー
ル
を
設
定
。「
親

父
た
ち
の
甲
子
園
」
と
し
て
野
球

を
愛
す
る
往
年
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
た

ち
に
広
く
親
し
ま
れ
、
年
々
参
加

チ
ー
ム
が
増
え
る
大
き
な
大
会
に

成
長
し
ま
し
た
。平
成
29
年
に
は

全
国
か
ら
チ
ー
ム
が
集
う
第
１
回

全
国
５
０
０
歳
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

来
年
の
全
国
大
会
出
場
権
も
か

か
る
38
回
目
の
今
大
会
に
は
全
県

か
ら
１
８
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

そ
の
う
ち
市
内
か
ら
は
、
初
出
場

の
ち
ゃ
ん
す
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
（
中
仙
）
を
含
め
過
去
最
多
の
28

チ
ー
ム
が
出
場
。各
チ
ー
ム
が
頂

点
を
目
指
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

決
勝
は
、秋
銀
ク
ラ
ブ（
秋
田
市
）

と
追
分
野
球
ク
ラ
ブ
（
同
）
の
対

戦
。試
合
は
、２
回
、秋
銀
ク
ラ
ブ
が

集
中
打
で
一
挙
３
点
を
挙
げ
試
合

の
主
導
権
を
握
り
ま
す
。以
降
も
、

同
ク
ラ
ブ
の
投
手
陣
が
好
投
を
み

せ
、
追
分
ク
ラ
ブ
の
反
撃
も
か
な

わ
ず
、３
対
０
の
ま
ま
ゲ
ー
ム
セ
ッ

ト
。秋
銀
ク
ラ
ブ
が
４
年
ぶ
り
５
度

目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。ま
た
、

優
勝
の
秋
銀
ク
ラ
ブ
、
準
優
勝
の

追
分
野
球
ク
ラ
ブ
は
来
年
の
全
国

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
、５
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
第
38
回
大
会

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第 38 回 全県 500 歳野球大会

全県 500 歳野球大会
野 球 に 燃 え る 親 父 た ち の 甲 子 園

第 38 回

DAISEN City Public Relations 2016.117
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
「
市
民
に
よ
る
市
政

評
価
」を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
総
合
計
画
の
体
系
に
基
づ

き
、「
産
業
」「
出
会
い
・
結
婚
・
子

育
て
」「
健
康
福
祉
」「
都
市
基
盤
」

「
環
境
・
安
全
」「
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
」

「
交
流
・
行
政
運
営
」の
各
分
野
で

設
定
し
た
29
項
目
に
つ
い
て
、「
ど

の
く
ら
い
満
足
し
て
い
る
か
（
満

足
度
）」
と
「
ど
の
く
ら
い
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
か（
重
要
度
）」を
そ

れ
ぞ
れ
、「
満
足
・
重
要
＝
５
」「
ま

あ
満
足
・
や
や
重
要
＝
４
」「
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
＝
３
」「
や
や

不
満
・
あ
ま
り
重
要
で
な
い
＝
２
」

「
不
満
・
重
要
で
は
な
い
＝
１
」の

５
段
階
で
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
分
野
で
さ
ら
に
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
取
り
組
み
を
選

左の図は、満足度を縦軸、重要
度を横軸として29項目の度合
いを示したもので、図の右上に
あるほど満足度・重要度が高く、
右下にあるほど満足度が低く重
要度は高いことを表しています。
市政の満足度と重要度の関係か
ら四つのエリアに分割。エリア
を分ける基準は満足度・重要度
の平均が交わるところです。重要度低い 高い

満点： 5.0 点

満点： 5.0 点

2.8

2.6

3.6

3.2

5.0

1.0

3.03

3.883.6 3.8 4.0 4.2 4.4 5.0

自然・環境衛生

学校教育

地域情報化

上・下水道

保健・医療

子育て

生涯学習

社会福祉

スポーツ

住環境

農林水産業

芸術・文化

社会保障
地域間・国際交流

市民協働

地域活性化

市街地 行財政運営

観光

商工業

雇用・就労

安全・安心体制

平均点

要望度が高い

相対的にみて重要度が高く満足度も高い

相対的にみて重要度が高く満足度は低い

相対的にみて重要度が低く満足度は高い相対的にみて重要度が低く満足度は高い

相対的にみて重要度が低く満足度も低い相対的にみて重要度が低く満足度も低い

公共交通

3.4

移住・定住

交通インフラ

出会い・結婚

花火産業構想

空き家対策

男女共同参画

各項目の満足度・重要度の関係図

　

特
に「
雇
用
・
就
労
」は
満
足
度

が
最
も
低
く
、
重
要
度
が
高
い
結

果
と
な
り
、
市
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
で
す
。

各
施
策
の
評
価

　

左
の
表
で
は
、
各
項
目
の
内

容
、
満
足
度
・
重
要
度
の
数
値
を

示
し
て
い
ま
す
が
、「
花
火
産
業

構
想
」が「
満
足
度
」で
最
も
高
い

評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。大
仙
市

の
地
域
資
源
で
あ
る
「
花
火
」
を

核
と
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
が
一
定
の
評
価
を
得
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
先
述
し
た
よ
う

に「
雇
用
・
就
労
」は「
満
足
度
」で

最
も
低
い
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
雇
用
・
就
労
」は「
重
要
度
」で
最

も
高
く
、ま
た「
さ
ら
に
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
取
り
組
み
」
で
も
全

分
野
の
中
で
最
も
回
答
が
多
い
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。市
で
は
、こ

れ
ま
で
各
種
雇
用
・
就
労
支
援
を

択
し
て
い
た
だ
き
、
今
求
め
ら
れ

て
い
る
施
策
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
新
た
に

「
大
仙
市
の
住
み
や
す
さ
」
に
関
す

る
調
査
を「
大
仙
市
は
住
み
や
す
い

と
思
う
か
」と「
こ
れ
か
ら
も
大
仙

市
に
住
み
続
け
た
い
と
思
う
か
」の

二
つ
の
設
問
で
行
い
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
分
析
か
ら
　
　

優
先
課
題
を
再
確
認

　

下
の
満
足
度
と
重
要
度
の
関
係

図
中
、
右
上
の
エ
リ
ア
に
位
置
す

る
「
学
校
教
育
」「
安
全
・
安
心
体

制
」な
ど
の
項
目
は
、
満
足
度
・
重

要
度
が
と
も
に
高
く
、「
大
仙
市
の

強
み
」と
し
て
、
さ
ら
に
事
業
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

右
下
の
エ
リ
ア
に
位
置
す
る

「
雇
用
・
就
労
」「
商
工
業
」「
子
育

て
」
な
ど
の
項
目
は
満
足
度
は
低

い
が
重
要
度
が
高
い
項
目
で
、
他

の
項
目
と
比
べ
て
優
先
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平成28年度

市民による
市政評価

皆
さ
ん
の〝
声
〟を
市
政
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
市
の
取
り
組
み
を
チ
ェ
ッ
ク

市
の
取
り
組
み
の
満
足
度
・
重
要
度
は
？

【問い合わせ】 
総合政策課		

☎0187-63-1111
内線274

アンケート結果の詳細は、市のホームページで公表しています 大仙市  市政評価
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満足度・重要度の
項目別比較（満足度の高い項目順）

満足度・重要度は、アンケート調査で選択された点数の合計
を有効回答数で割って算出しています。

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
望
む
程
度
ま
で
達
し
て
い

な
い
状
況
で
す
。「
雇
用
・
就
労
」

は
市
が
抱
え
る
人
口
減
少
問
題
の

中
で
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る

た
め
、今
後
、よ
り
市
民
目
線
に
立

っ
た
事
業
実
施
に
努
め
ま
す
。

分
野
ご
と
の
さ
ら
に
推
進
　

す
べ
き
取
り
組
み

　

産
業
分
野
の
「
雇
用
・
就
労
へ

の
支
援
」、出
会
い
・
結
婚
・
子
育
て

分
野
の
「
子
育
て
支
援
体
制
の
充

実
」、
健
康
福
祉
分
野
の「
地
域
や

生
活
の
実
情
に
即
し
た
公
共
交

通
の
整
備
」、環
境
・
安
全
分
野
の

「
除
排
雪
体
制
の
充
実
」、教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
分
野
の
「
学
校
教
育
の
充

実
」、交
流
・
行
政
運
営
分
野
の「
移

住
・
定
住
へ
の
支
援
」が
各
分
野
の

推
進
す
べ
き
取
り
組
み
と
し
て
上

位
に
な
り
ま
し
た
。

大
仙
市
の
住
み
や
す
さ
に

つ
い
て
の
分
析

　
「
大
仙
市
は
、住
み
や
す
い
ま
ち

だ
と
思
い
ま
す
か
」の
質
問
に「
住

み
や
す
い
」ま
た
は「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
住
み
や
す
い
」
と
回
答
し

た
人
の
割
合
を
合
わ
せ
る
と
、
全

体
の
９
割
近
く
を
占
め
る
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
れ
か
ら
も
大
仙
市

に
住
み
続
け
た
い
で
す
か
」
の
質

問
に
は
「
今
の
場
所
に
住
み
続
け

た
い
」
と
回
答
し
た
人
が
全
体
の

８
割
弱
と
、
両
設
問
と
も
好
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

順位 項目 満足度 重要度
花火産業構想 3.62 3.79
学校教育 3.46 4.17
自然・環境衛生 3.45 3.80
上・下水道 3.32 3.89
生涯学習 3.30 3.80
安全・安心体制 3.23 4.32
保健・医療 3.22 4.32
芸術・文化 3.17 3.53
交通インフラ 3.14 3.85
社会福祉 3.12 4.13
住環境 3.11 3.63
社会保障 3.06 4.05
地域間・国際交流 3.05 3.49
スポーツ 3.03 3.51
子育て 3.01 4.43
農林水産業 3.00 4.05
地域情報化 3.00 3.64
地域活性化 3.00 3.73
男女共同参画 3.00 3.51
市街地 2.93 3.45
市民協働 2.93 3.69
行財政運営 2.90 3.82
出会い・結婚 2.83 3.83
移住・定住 2.79 3.87
公共交通 2.75 3.96
空き家対策 2.70 3.71
観光 2.66 3.98
商工業 2.64 4.20
雇用・就労 2.39 4.45

1
2
3
4
5
6
7
8
9

11
10

12

24
25
26
27
28
29

14

23

13

22

16

20

15

「平成28年度  市民による市政評価」

調査対象／1,006人
調査時期／５月23日から６月６日まで（15日間）
総有効回答数／610									　			回収率／60.6％

全
庁
で
共
通
意
識
を
深
め
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
用

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
市

役
所
の
各
担
当
課
で
共
有
し
、
今

後
も
皆
さ
ん
の
意
見
に
つ
い
て
共

通
認
識
を
も
ち
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
今
回
の
市

政
評
価
に
加
え
、
も
う
一
度
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
（
12
月
上
旬
を
予
定
）。今

回
の
調
査
で
は
、
例
年
通
り
市
政

全
体
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
向
を
調
査
し
ま
し
た
。２
回

目
の
調
査
で
は
、
市
が
実
施
す
る

個
別
の
事
業
に
関
す
る
「
評
価
・

要
望
」
を
調
査
し
、
分
析
す
る
こ

と
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
よ
り
市

民
目
線
に
立
っ
た
事
務
事
業
の

見
直
し
に
努
め
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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来
年
５
月
に
開
館
予
定

　

東
北
の
市
町
村
で
は
初
め
て
の

公
文
書
館
「
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
」が
、来
年
５
月
の
開
館
を
目
指

し
て
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
準
備

を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

西
仙
北
地
域
強
首
地
区
に
あ

る
、
旧
双
葉
小
学
校
の
校
舎
を
改

修
し
、校
舎
１
階
に
は
、閲
覧
室
、

展
示
室
、研
修
室
、Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

保
管
室
、作
業
室
、事
務
室
が
、同

２
階
に
は
、
古
文
書
類
を
収
蔵
す

る
貴
重
書
庫
、特
別
貴
重
書
庫
が
、

旧
体
育
館
は
大
書
庫
と
し
合
計
約

27
万
冊
の
歴
史
資
料
を
収
納
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
す
で
に
着
手
さ

れ
、来
年
２
月
に
は
完
成
予
定
。合

併
以
前
の
旧
８
市
町
村
の
庁
舎
に

保
管
さ
れ
て
き
た
歴
史
資
料
が
搬

入
さ
れ
る
具
体
的
な
日
程
や
、
開

館
当
日
の
式
典
、
記
念
行
事
の
開

催
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
太
田
方
式
」が
　
　
　
　
　
　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
想
の
基
礎
に

　

太
田
地
域
で
は
、
平
成
14
年
４

月
か
ら
19
年
３
月
ま
で
の
丸
５
年

間
を
費
や
し
て
、「
太
田
町
史
」の

編
さ
ん
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
の
大
合
併
に
伴
う
旧
太
田
町

最
後
の
大
事
業
で
し
た
。編
さ
ん

事
業
は
、「
知
り
た
い
こ
と
が
あ

る
、伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
」の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
最
先
端
の
方

式
が
採
用
さ
れ
、
資
料
整
理
用
の

パ
ソ
コ
ン
、
高
性
能
の
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
、
ブ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
ー
な

ど
の
機
器
が
導
入
さ
れ
、
地
域
に

伝
承
さ
れ
て
き
た
古
文
書
、
町
役

場
で
管
理
さ
れ
て
き
た
公
文
書
、

さ
ら
に
古
写
真
や
音
声
・
映
像
資

料
な
ど
の
悉し

っ

皆か
い

調
査
（
調
査
対
象
と

な
る
も
の
全
て
を
対
象
に
実
施
す
る
調

査
）
と
目
録
の
作
成
が
行
わ
れ
ま

し
た
。そ
し
て
、膨
大
な
数
量
の
歴

史
資
料
が
画
像
デ
ー
タ
と
し
て
記

録・保
存
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
集
さ
れ
た
古
文
書
は
、
地
域

史
研
究
の
大
先
達
た
ち
に
よ
っ

て
、
精
力
的
に
解
読
作
業
が
進
め

ら
れ
、
そ
の
成
果
が
文
字
デ
ー
タ

と
し
て
保
存・蓄
積
さ
れ
ま
し
た
。

太
田
町
史
編
さ
ん
事
業
で
は
、「
太

田
町
史
」（
通
史
編
、地
誌
・
年
表
編
）

の
刊
行
と
と
も
に
、町
史
資
料
集
、

文
書
目
録
、歴
史
写
真
集
、民
謡
・

童
謡
の
Ｃ
Ｄ
等
の
出
版
が
行
わ

れ
ま
し
た
。経
験
豊
か
な
熟
年
の

先
達
た
ち
の
見
識
と
、
清
新
で
有

能
な
若
者
た
ち
の
知
性
と
の
結
合

が
、
編
さ
ん
事
業
成
功
の
最
大
の

要
因
で
し
た
。こ
れ
ら
全
体
が「
太

田
方
式
」と
呼
ば
れ
、「
大
仙
市
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
構
想
」
の
重
要
な
基

礎
と
な
り
ま
し
た
。

大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
夢

　

去
る
９
月
13
日
、
大
仙
市
太
田

地
域
自
治
組
織
連
絡
協
議
会
主
催

の
文
化
講
演
会
で
お
話
し
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。会
場
の

太
田
文
化
プ
ラ
ザ
に
は
、
自
治
会

役
員
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
太

田
中
学
校
の
全
校
生
徒
２
６
０
人

が
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
夢
―

ふ
る
さ
と
太
田
の
歴
史
を
通
し

て
―
」と
題
す
る
講
演
の
中
で
、私

は
、
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
設
置

の
経
緯
と
そ
の
意
義
を
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
紹
介
す
る

中
で
、
豊
か
な
地
域
発
展
の
た
め

の
か
ん
が
い
用
水
と
新
田
開
発
に

大
変
な
努
力
が
払
わ
れ
た
こ
と
、

凶
作
・
飢き

饉き
ん

で
の
被
害
と
百
姓
一

揆
の
こ
と
、
十
五
年
戦
争
で
太
田

地
域
だ
け
で
も
２
８
７
人
の
戦
没

者
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
私
た
ち
の
生
活
は
、営
々

と
し
て
続
い
て
き
た
祖
先
た
ち
の

営
み
の
上
に
こ
そ
存
在
し
ま
す
。こ

の
こ
と
の
認
識
が
、次
の
時
代
を
担

う
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
場
と
し

て
、ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
は
無
限
の
可

能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
、
中

学
生
た
ち
の
地
域
学
習
の
場
と
し

て
も
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

【問い合わせ】総務課公文書館設置準備室（仙北庁舎内）	☎0187-63-3003	内線256

平成29年の開館に向けて現在準備が進められている公文書館「大仙市アーカイブズ」。公文書館設置に
ご協力いただいている大仙市公文書館設置懇話会委員の皆さんに公文書館の役割とその意義について
話を伺いました。第４回は秋田県歴史教育者協議会会長も務められている茶谷十六さんです。

No.4
Let's hand down the local history to the future

私が考える 地域の「ア
公 文 書 館

ーカイブズ」

Profile
茶谷十六さん●ちゃだにじゅう
ろく。石川県白山市出身で現在は
仙北市在住。高校教師を経て、財
団法人民族芸術研究所所長、理
事長を歴任。芸能史や民衆文化
史の研究に尽力され、これまで
秋田県多喜二祭賞や秋田県文化
功労者表彰などを受けている。

「太田町史編さん事業」で製作された各種資料
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どうなるの？
どうするの？

市内の公共施設の現状や市の財政面を踏まえた上で
将来の市にふさわしい施設を残していくため、

市では、全体計画と個別計画からなる
「大仙市公共施設等総合管理計画」（案）を作成しました。

今回は、基本方針②「施設の総量（総延床面積）縮減の推進」をお伝えします。

※計画（案）の詳細は、市のホームページ（http://www.city.daisen.
　akita.jp/）に掲載しています。

vol.4_基本方針② 施設の総量（総延床面積）縮減の推進

これから先の「公共施設」
シリーズ

【問い合わせ】 総務課	☎ 0187-63-1111	内線 208

老朽化に伴う施設の更新時には、類似施設の集約化や他
用途の機能を１つの施設に備える複合化、または統廃合
などにより、施設の総延床面積の縮減に努めます。

▼
新たな需要に対応する施設の新規整備は、原則最小限に
とどめます。また、施設の規模は、中長期的な総量縮減の
範囲内でスクラップアンドビルドも含めながら、費用対
効果を考慮した適性規模の整備とします。

▼

基本方針２ 施設の総量（総延床面積）縮減の推進

更新時の適正規模の検討１ 施設の複合化の検討２ ３ 施設の新規整備抑制と統廃合の検討

 

施
設
の
複
合
化
の
イ
メ
ー
ジ

具体的手法

異なる機能を持つ施設を統合し、新施設を建設することで、
共有化による省スペース化を図る

▼
複合化のイメージ １ 

A（1） B（1）

C（1）

A＋B＋C（1.5）

既存の施設に複数の業務や窓口、サービスを集約することで、
統合を図る

▼
複合化のイメージ ２ 

A

C

BA
B

A

C

　
四
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ

て
作
成
し
た
大
仙
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
（
案
）。

基
本
方
針
の
二
つ
目
「
施
設

の
総
量（
総
延
床
面
積
）縮
減
の

推
進
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

更
新
施
設
の
規
模
縮
小

建
設
コ
ス
ト
を
抑
制

　
具
体
的
な
手
法
の
一
つ
目

は
「
更
新
時
の
適
性
規
模
の

検
討
」で
す
。

　
更
新（
建
て
替
え
）を
迎
え
る

施
設
の
規
模
縮
小
を
検
討
し

ま
す
。規
模
が
縮
小
す
れ
ば

建
設
費
用
や
維
持
管
理
費
用

の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま

た
、
利
用
状
況
や
周
辺
施
設

へ
の
集
約
化
な
ど
を
検
討
し

な
が
ら
、
必
要
な
施
設
規
模

の
更
新
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
施
設
の
機
能
に
着
目

機
能
を
確
保
し
複
合
化

　
二
つ
目
は
「
施
設
の
複
合

化
の
検
討
」で
す
。

　
更
新
時
に
は
、
施
設
の
機

能
に
着
目
。行
政
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
的
に
提
供
す
る
た
め

の
機
能
を
確
保
し
つ
つ
、施
設

面
積
の
総
量
を
圧
縮
す
る
た

め
、施
設
の
複
合
化（
複
数
の
異

な
る
機
能
を
一
つ
の
建
物
に
ま
と

め
る
こ
と
）を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

※
下
の
イ
メ
ー
ジ
図
参
照

優
先
順
位
を
付
け

財
政
負
担
を
平
準
化

　
三
つ
目
は
「
施
設
の
新
規

整
備
抑
制
と
統
廃
合
の
検

討
」で
す
。

　
新
た
に
施
設
を
整
備
す
る

場
合
は
、
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
す
。維
持
管
理
に
関
す

る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
試

算
す
る
と
と
も
に
、
代
替
施

設
は
な
い
か
、
市
民
ニ
ー
ズ

は
ど
う
か
、
本
当
に
必
要
な

施
設
か
な
ど
に
着
目
し
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
統
廃
合
は
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
機
能
（
業
務
の
内
容
）

に
着
目
。他
の
類
似
施
設
を

利
用
で
き
な
い
か
、
費
用
対

効
果
を
検
証
し
て
い
る
か
な

ど
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

※
次
回
は
12
月
号
で
、計
画（
案
）の

基
本
方
針
③「
財
産
の
有
効
活

用
」と
基
本
方
針
④「
維
持
管

理
コ
ス
ト
の
低
減
」を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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【問い合わせ】
 総合政策課
 ☎ 0187-63-1111 内線 229

たくさんの応募ありがとうございました

第４回平和標語コンクール結果発表

平
和
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
会
が
行
わ
れ
、
小
学
生

の
部
１
８
５
作
品
、
中
学
生
の
部

５
４
２
作
品
、一
般
の
部
82
作
品

の
中
か
ら
入
賞
18
作
品
が
決
定
し

ま
し
た
。〈
敬
称
略
〉※
数
字
は
学
年

【
小
学
生
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

○
戦
争
は 

し
な
い
さ
せ
な
い 

ぼ

く
た
ち
が（
三
浦
千
隆・太
田
東
５
）

◆
優
秀
賞

○
つ
な
げ
よ
う 

平
和
の
バ
ト
ン 

チ
ー
ム
ア
ー
ス
の
私
た
ち（
三
浦

愛
結・中
仙
６
）

○
日
本
に
は 

な
く
て
も
平
気 

か
く

へ
い
き（
佐
々
木
悠
斗・西
仙
北
５
）

○
守
ろ
う
よ 

世
界
は
み
ん
な
の 

宝
も
の（
佐
藤
恋・東
大
曲
６
）

◆
佳
作

○
思
い
や
り 

み
ん
な
を
つ
な
ぐ 

平
和
の
輪（
玉
井
壮・横
堀
５
）

○
考
え
よ
う 

核
の
こ
わ
さ
と 

み
ん

な
の
未
来（
久
杉
桜
介・花
館
４
）

○
こ
れ
か
ら
は 

ぼ
く
ら
が
地
球
を 

守
っ
て
く（
新
田
陽
葵・東
大
曲
６
）

【
中
学
生
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

○
叫
び
た
い 

核
を
捨
て
ろ
と 

心

か
ら（
伊
藤
こ
ま
ち
・
南
外
３
）

◆
優
秀
賞

○
平
和
と
は 

来
る
も
の
で
な
い 

創
る
も
の（
髙
橋
大
輝・協
和
２
）

○
守
り
つ
ご
う 

守
り
つ
が
れ
た 

こ
の
世
界（
冨
岡
晃
生・中
仙
２
）

○
願
う
の
は 

ピ
ー
ス
を
は
め
る 

思
い
や
り（
大
友
未
来・仙
北
３
）

◆
佳
作

○
咲
か
せ
よ
う 

あ
な
た
の
勇
気
で 

平
和
の
花
を（
嵯
峨
綾
香・平
和
１
）

○
両
手
を
つ
な
げ
ば「
和
」が
で
き

て 

み
ん
な
で
つ
な
げ
ば「
平
和
」

が
で
き
る（
原
博
花・仙
北
２
）

○
生
き
て
ゆ
く 

地
球
と
と
も
に 

核
な
き
道
を（
佐
藤
楓
李・大
曲
１
）

【
一
般
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

○
平
和
こ
そ 

未
来
に
残
る 

心し
ん

兵

器（
藤
澤
優
・
大
曲
農
業
高
校
太
田
分

校
３
）

◆
優
秀
賞

○
核
兵
器 

も
た
ず
に
平
和 

日
本

の
誇
り（
倉
田
久
美
子・太
田
）

◆
佳
作

○
騒
が
し
き 

子
ら
の
声
に 

囲
ま

れ
る 

日
常
こ
そ
が 

守
り
た
い

平
和（
田
口
名
緒・太
田
）

○
核
兵
器 

そ
れ
す
ら
消
せ
る 

平

和
の
力
（
伊
藤
柊
・
大
曲
農
業
高
校

太
田
分
校
２
）

奥
田
敦
夫
審
査
会
長
の
講
評

「
平
和
へ
の
願
い
は
誰
も
が
心
の
中

に
も
っ
て
い
る
。受
賞
し
た
作
品
は
、

そ
れ
を
短
い
文
で
訴
え
、
呼
び
起
こ

し
、共
感
さ
せ
る
作
品
だ
っ
た
」

12月２日申し込み開始
平成29年度の保育所、認定こども園、
幼稚園等の利用申し込み

【問い合わせ】
 子ども支援課
 ☎ 0187-63-1111 内線 102・103

平
成
29
年
度
の
保
育
所
、
認

定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
等

の
利
用
申
し
込
み
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。詳
細
は「
だ
い
せ
ん
日

和
11
月
号
お
知
ら
せ
版
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
書
配
布
／
11
月
17
日（
木
）

か
ら

◆
配
布
場
所
／
左
表
の
①
と
お
り

◆ 

申
込
期
間
／

 

12
月
２
日（
金
）か
ら
７
日（
水
）

ま
で

※
幼
稚
園
と
認
定
こ
ど
も
園
（
教
育
部

分
）は
12
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）を

除
く

◆
申
し
込
み
／
左
表
②
の
と
お
り

施設 配布場所

保育所、認定こども園（保
育部分）、小規模保育施設、
事業所内保育施設

子ども支援課、各支所市民サービス課、市内各保育
所、認定こども園、小規模保育施設、事業所内保育
施設
※現在利用中の方には、利用施設を通じて配布します。

幼稚園、認定こども園（教
育部分） 子ども支援課、幼稚園、各認定こども園

高畑保育園、土川保育園
子ども支援課、西仙北支所市民サービス課（土川保
育園分のみ）
※現在利用中の方には、園を通じて配布します。

①申込書配布場所

施設 申し込み先
保育所、認定こども園（保育部分） 子ども支援課、各支所市民サービス課

小規模保育施設、事業所内保育施設 子ども支援課

幼稚園、認定こども園（教育部分） 幼稚園、各認定こども園

高畑保育園 子ども支援課

土川保育園 西仙北支所市民サービス課、子ども支援課

②申し込み
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以
前
行
わ
れ
て
い
た
祭
り
を

復
活
さ
せ
た
い
。新
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
を
深
め
た
い
―
。市
で

は
、
集
落
な
ど
が
自
ら
行
う
地
域

の
振
興
や
活
性
化
の
た
め
の
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。採
択
さ
れ

た
場
合
は
、市
が
初
期
的
経
費
、ま

た
は
ビ
ジ
ョ
ン
（
活
動
計
画
）
策
定

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

事
業
の
質
問
や
申
請
に
あ
た
っ

て
の
事
前
相
談
、
座
談
会（
市
職
員

が
出
向
い
て
説
明
）
を
希
望
の
場
合

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
の
支
援
内
容

◆
対
象
／
単
独
の
自
治
組
織
（
集

落
）、
ま
た
は
そ
の
集
落
に
隣
接

す
る
集
落
で
構
成
さ
れ
た
団
体

①
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
応
援

 

継
続
し
て
行
う
予
定
の
新
た
な

取
り
組
み
の
開
始
、
ま
た
は
拡

充
の
た
め
の
初
期
的（
準
備
）経

費
へ
の
補
助

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
応
援

 

地
域
の
公
益
的
な
収
入
に
つ
な

が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
す
る
事
業
の
初
期
的（
準
備
）

経
費
へ
の
補
助

③
地
域
の
計
画
づ
く
り
応
援

 

地
区
の
広
域
的
な
振
興
や
活
性

化
に
関
す
る
活
動
計
画
策
定
の

た
め
の
必
要
経
費
へ
の
補
助

④
ま
ち
づ
く
り
応
援
融
資

 

①
〜
③
に
準
ず
る
事
業
へ
の
貸

し
付
け

◆
申
込
期
限
／
11
月
30
日（
水
）

自ら〝がんばる〟自治組織を支援

がんばる集落応援事業
【問い合わせ・申し込み】
 まちづくり課 ☎ 0187-63-1111 内線 227
 各支所市民サービス課

※①・②の補助額は、申請団体の規模によります。

補助・貸し付けの上限額と率
支援内容 補助上限額 補助率

①地域のまちづくり応援
70万円または120万円

９割②コミュニティビジネス応援
③地域の計画づくり応援 20万円

支援内容 貸し付け上限額 貸付率
まちづくり応援融資 250万円 10割

平成27年度の
事業を活用し
て地域の夏祭
りを開催した
板見内三吉会
（仙北・写真上）
と新丁・裏町
連合会（神岡）

市
で
は
「
税
を
考
え
る
週
間

（
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
）」

に
あ
わ
せ
、
税
金
が
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て

い
る
か
を
知
り
、
税
の
意
義
や
役

割
、
そ
の
使
い
道
な
ど
を
考
え
て

も
ら
お
う
と
、
市
内
の
小
・
中
学

生
を
対
象
に「
税
に
関
す
る
習
字
」

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
、
啓
発
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

入
賞
作
品
を
次
の
日
程
で
展

示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
期
間・会
場
／

○
11
月
１
日（
火
）か
ら
11
日（
金
）

ま
で
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
曲
２

階「
パ
ニ
パ
ニ
」前
連
絡
通
路

○
11
月
12
日（
土
）か
ら
18
日（
金
）

ま
で
・
市
民
活
動
交
流
拠
点
セ

ン
タ
ー「Anbee

大
曲
」２
階

【
税
に
関
す
る
習
字
】

 

小
学
校
20
校
か
ら
２
８
６
点
の

応
募〈
敬
称
略
〉※
数
字
は
学
年

 

最
優
秀
賞
＝宮崎

ほ
の
か（
花
館
５
）

 

金
賞
＝
さ
さ
き
れ
ん（
神
岡
１
）、

は
た
け
山
こ
う
き（
花
館
２
）、
三

う
ら
さ
き（
四
ツ
屋
３
）、
新
田
か

の
ん（
高
梨
４
）、鈴
木
栞
奈（
内
小

友
５
）、鈴
木
日
和（
大
曲
６
）

 

銀
賞
＝
お
の
い
ろ
は（
神
岡
１
）、

竹
村
こ
こ
な（
大
曲
２
）、
松
江
初

音（
同
３
）、野
元
知
瑛（
同
４
）、久

米
川
華
穏（
神
岡
５
）、
安
達
楓
香

（
太
田
東
６
）

 

銅
賞
＝
た
か
は
し
こ
こ
な（
藤
木

１
）、高
は
し
ゆ
う
吾（
大
曲
２
）、

田
口
あ
お
い（
同
）、
川
本
遥（
同

３
）、松
は
し
葵（
同
）、高
橋
俐
貴

（
同
）、亀
井
及
愛（
南
外
４
）、佐
藤

明
日
佳（
大
曲
４
）、高
橋
優
介（
四

ツ
屋
５
）、
阿
部
成
翔（
大
曲
５
）、

板
垣
朱
音（
神
岡
６
）、
杉
本
和
進

（
大
曲
６
）

※
こ
の
ほ
か
、佳
作
20
点
、奨
励
賞
56
点

【
税
に
つ
い
て
の
作
文
】

 

中
学
校
11
校
か
ら
２
２
１
点
の

応
募〈
敬
称
略
〉※
数
字
は
学
年

 

大
仙
市
長
賞
＝高

橋
歩
花（
太
田
２
）

 

大
仙
市
長
特
別
賞
＝
小
松
大

起（
大
曲
３
）、
伊
藤
吉
輝（
大
曲
西

３
）、
小
林
皓
雅（
大
曲
南
２
）、
髙

橋
沙
織（
平
和
３
）、三
浦
輝
大（
西

仙
北
１
）、
秋
山
凛
音（
協
和
２
）、

加
藤
要（
同
１
）、大
石
裕
太（
仙
北

１
）、
池
田
花
楓（
太
田
２
）、
佐
々

木
禅（
同
）

※
こ
の
ほ
か
、大
曲
税
務
署
長
賞
２
点
、

大
曲
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長

賞
１
点

11月１日から18日まで入賞作品を展示します
税に関する習字・作文コンクール

【問い合わせ】
 債権管理課
 ☎ 0187-63-1111 内線 186
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp　

現
在
、
水
道
局
で
は
藤
木
上

橋（
藤
木
字
上
野
中
・
東
八
圭
地
内
）

に
架
け
て
い
る
配
水
管
の
移
設

工
事
に
伴
い
、
配
水
管
の
切
り

替
え
作
業
を
行
い
ま
す
。細
心

の
注
意
を
払
っ
て
作
業
し
ま
す

が
、
濁
り
水
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
濁
り
水
が
出
た
場
合

は
、
蛇
口
か
ら
十
分
排
水
し
て

い
た
だ
き
、
水
が
き
れ
い
に
な

っ
て
か
ら
洗
濯
、
飲
料
な
ど
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
作
業
予
定
期
間
／
11
月
中
旬

か
ら
12
月
中
旬
ま
で

◆
作
業
予
定
時
間
／
午
前
０
時

〜
３
時

※
水
道
使
用
量
の
少
な
い
夜
間
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。詳
細
な
作
業

日
程
は
、決
ま
り
次
第
、今
後
の
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
濁
り
水
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
地
域
／
角
間
川
町
全
域
、

藤
木
字
東
八
圭
、同
西
八
圭

【
問
い
合
わ
せ
】

○
工
事
に
関
す
る
こ
と

 

上
水
道
課 

内
線
１
２
５

○
夜
間
連
絡
先

 

雄
物
川
取
水
施
設
管
理
棟

 

☎
０
１
８
７（
68
）２
２
８
１

水
道
工
事
に
伴
う

水
道
管
切
り
替
え
作
業

インターネット入門教室

◆対象／市内在住または在勤、
在学の18歳以上の方で、これか
らインターネットを使ってみ
たいという方

◆日時／11月17日（木）・18日（金）
午前10時～午後４時

◆会場／大曲庁舎３階第２委員
会室

◆内容／インターネット利用の
基本、セキュリティ関連など

◆定員／各12人
◆受講料／500円（テキスト代）
◆申し込み開始／11月４日（金）

午前９時～
【問い合わせ・申し込み】
 情報システム課 内線194

受講者募集

　

子
ど
も
向
け
の
楽
し
い
人
形

劇
や
子
育
て
中
の
パ
パ
マ
マ
が

共
感
で
き
る
お
話
な
ど
、
家
族

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
先
着
３
人
ま
で
託
児
あ
り

◆
対
象
／
子
育
て
中
の
家
族

◆
日
時
／
11
月
20
日（
日
）

 
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー（Anbee

大
曲
２
階
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
内
容
／
ち
ょ
う
こ
く
し
つ
座

に
よ
る
人
形
劇
、
講
演
会「
笑

顔
の
パ
パ
が
未
来
を
つ
く
る
」

（
講
師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー

リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
東
北
理
事
・
後

藤
太
平
さ
ん
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

男
女
共
同
参
画
推
進
室

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

お
や
こ
の
秋
フ
ェ
ス

臨時職員募集
協
和
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

生
活
援
助
員
募
集

◆
応
募
資
格
／
高
齢
者
介
護
に

理
解
の
あ
る
方

◆
募
集
人
員
／
１
人

◆
雇
用
期
間
／
12
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

※
継
続
雇
用
の
場
合
あ
り

◆
勤
務
日
時
／
月
曜
か
ら
金
曜

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分（
土
・
日
、祝
日
、年
末
年

始
を
除
く
）

◆
時
給
／
７
６
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
を
提
出（
郵
送
可
）

※
資
格
の
あ
る
方
は
、証
明
す
る
書
類

の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
11
月
14
日（
月
）

※
郵
送
の
場
合
は
、必
着

◆
面
接
日
時
／
11
月
18
日（
金
）

 

午
後
２
時
〜

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

〒
０
１
９
―
２
４
１
３

 

協
和
上
淀
川
字
中
嶋
33

 

協
和
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

 

（
や
す
ら
ぎ
の
里
）

 

☎
０
１
８（
８
８
１
）６
１
２
１

民
謡「
秋
田
お
は
ら
節
」

講
習
会

　

哀
調
を
帯
び
た
独
特
の
節

回
し
が
特
徴
の
「
秋
田
お
は
ら

節
」。伴
奏
に
合
わ
せ
て
正
し
い

節
回
し
な
ど
を
学
ぶ
講
習
会
で

す
。地
域
に
根
ざ
し
た
民
謡
「
秋

田
お
は
ら
節
」
の
魅
力
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
民
謡
「
秋
田
お
は
ら

節
」に
興
味
が
あ
り
、
今
後
大

会
出
場
を
目
指
す
方

◆
日
時
／
11
月
19
日（
土
）午
前

９
時
50
分
〜
午
後
４
時
15
分

 

（
午
前
９
時
30
分
受
け
付
け
開
始
）

◆
会
場
／
太
田
文
化
プ
ラ
ザ

◆
定
員
／
30
人

◆
受
講
料
／
無
料
（
た
だ
し
、
昼

食・お
茶
代
と
し
て
別
途
千
円
）

◆
講
師
／
王
藤
正
蔵
さ
ん（
秋
田

県
民
謡
協
会
理
事
長
）

◆
伴
奏
／
太
田
町
民
謡
同
好
会

（
三
味
線
、尺
八
、太
鼓
）

◆
申
込
期
限
／
11
月
７
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

太
田
支
所

 

地
域
活
性
化
推
進
室

受講者募集

参加者募集

11月は固定資産税４
期、国民健康保険税
５期、後期高齢者医
療保険料５期の納付
月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

11月 30日（水）

Tax Info.



EventHealthSafetyClass

▲▲▲ ▲

WantedInformation

大曲・神岡・協和・南外

市営住宅入居者募集

◆募集住宅／家賃は世帯の所得に応じて決定
【大曲】
○笑の口市営住宅・１戸（２LDK・H８建築）
 家賃＝25,300～58,100円／月
○大花都市再生住宅・２戸（２LDK・H20建築）
 家賃＝34,900～80,200円／月
【神岡】神岡GH市営住宅・２戸（３LK・H13建築） 
 家賃＝26,900～61,900円／月
【協和】境市営住宅・１戸（３DK・S59建築）
 家賃＝16,700～41,600円／月
【南外】梨木田市営住宅・１戸（３LDK・H９建築）
 家賃＝19,400～45,200円／月
◆入居資格／
①同居する親族がいる方（高齢の方や障がいがある

方は単身でも入居できる場合があります）
②住宅に困っている方
③収入が条例で定められている基準以下の方
④市町村税に滞納がない方
⑤同居者を含め全員が暴力団員でないこと
◆入居可能日／12月16日（金）
◆申込期限／11月15日（火）
【問い合わせ・申し込み】
 建築住宅課（大曲南庁舎内） ☎0187-66-4909
 神岡支所農林建設課 ☎0187-72-4609
 協和支所農林建設課 ☎018-892-3708
 南外支所農林建設課 ☎0187-74-3005

11月１日（火）から30日（水）まで

消火栓の水出し点検
市では、大曲仙北広域市町村圏組合消防本部に依頼し、11月１日から30日まで市内
の消火栓の水出し一斉点検を行います。点検へのご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】	総合防災課	内線289
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結
婚
応
援
無
料
相
談
会

◆
対
象
／
結
婚
を
望
む
方
本
人

◆
日
時
／
11
月
13
日（
日
）午
後

２
時
〜
、午
後
２
時
45
分
〜
、

午
後
３
時
30
分
〜
の
全
３
回

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー（Anbee

大
曲
２
階
）

◆
定
員
・
相
談
時
間
／
６
人
・
１

人
40
分（
予
約
制
）

◆
相
談
員
／
武
藤
隆
男
さ
ん

（
大
仙
結
婚
を
支
援
す
る
会
）、
須

田
若
子
さ
ん（
同
）

◆
持
参
す
る
も
の
／
本
人
の
写

真（
証
明
写
真
は
不
可
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

男
女
共
同
参
画
推
進
室

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

認
知
症
の
方
と
家
族
の
集
い

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
は
、
認
知

症
の
方
を
介
護
す
る
家
族
同
士

が
、
日
ご
ろ
の
思
い
を
語
り
合

っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
な

が
ら
、共
に
励
ま
し
合
っ
た
り
、

支
え
合
っ
た
り
す
る
場
で
す
。

　

今
回
は
作
業
療
法
士
の
方
を

招
き
、指
先
を
使
う
も
の
づ
く
り

を
通
し
た
認
知
症
予
防
講
座
を

開
催
し
ま
す
。認
知
症
介
護
の

経
験
談
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
も
行
い

ま
す
。あ
な
た
も
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

で
一
緒
に
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
11
月
16
日（
水
）

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

（
午
前
９
時
45
分
受
け
付
け
開
始
）

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
作
業
療
法
士
か
ら
学

ぶ
認
知
症
予
防
、情
報
交
換

◆
申
込
期
限
／
11
月
11
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室

 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

中
央 

内
線
１
６
９

 

同 

東
部

 

☎
０
１
８
７（
56
）７
１
２
５

 

同 

西
部

 

☎
０
１
８
７（
87
）３
９
７
０

　

入
札
参
加
に
は
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。詳
細
は
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
売
却
物
件
①

 

所
在
／
南
外
字
北
田
山
田
ヶ

沢
１
５
２
番
７

 

地
目
／
宅
地

 

地
積
／
１
５
９
３・53
平
方
㍍

 

売
却
予
定
価
格
／

80
万
４
０
０
０
円

○
売
却
物
件
②

 

所
在
／
大
曲
船
場
町
１
丁
目

３
６
１
番
７

 

地
目
／
宅
地

 

地
積
／
６
０
６
・27
平
方
㍍

 

売
却
予
定
価
格
／

 

６
８
２
万
３
０
０
０
円

◆
申
込
期
間
／
11
月
１
日（
火
）

か
ら
16
日（
水
）ま
で
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
、祝

日
を
除
く
）

◆
現
地
説
明
／
11
月
８
日（
火
）

 

午
前
９
時
30
分（
物
件
①
）

 

午
前
11
時（
物
件
②
）

◆
入
札
日
時
／

 

11
月
22
日（
火
）午
前
10
時

◆
会
場
／
大
曲
庁
舎

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 
財
政
課
管
財
班 

内
線
２
８
３

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札

で
売
却
し
ま
す

認
知
症
か
ら
学
ぶ・つ
な
が
る
、介
護
予
防

大
仙
市
介
護
予
防
講
演
会

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
本
人

の
生
活
の
仕
方
や
周
囲
の
関
わ

り
で
症
状
の
進
行
は
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
が
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
今
自
分
に
で
き
る

こ
と
や
「
認
知
症
と
ど
う
生
き

て
い
く
か
」を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
11
月
23
日（
水
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
45
分

◆
会
場
／
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
講
演
「
認
知
症
と
と

も
に
よ
り
よ
く
生
き
る
」
こ

と
を
考
え
る
（
の
ぞ
み
メ
モ
リ

ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
看
護
師
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
認
知
症
当
事
者
の
会
事
務

局
・
水
谷
佳
子
さ
ん
）、展
示
・
体

験
コ
ー
ナ
ー
（
も
の
忘
れ
チ
ェ

ッ
ク
体
験
、
認
知
症
予
防
パ
ネ
ル

展
示
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室

 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

中
央 

内
線
１
６
９

 

同
東
部

 

☎
０
１
８
７（
56
）７
１
２
５

 

同
西
部

 

☎
０
１
８
７（
87
）３
９
７
０



大曲

仙北

協和神岡

協和

仙北

大曲

第23回協和カラオケ
同好会発表大会

■	日時／11月20日（日）午前９時
30分開演（午前９時開場）

■会場／協和市民センター（和ピア）
■入場料／無料
【問い合わせ】
	 協和カラオケ同好会
	 菅原さん	☎018-892-2104

あじさいコーラス
第26回定期演奏会

■	日時／11月27日（日）午後１時
30分開演（午後１時開場）

■会場／仙北ふれあい文化センター
■入場料／無料
【問い合わせ】
	 あじさいコーラス中野さん
	 ☎080-1846-4043

かみおか「おもしろ講座」
■日時／11月16日（水）

午前10時～11時30分
■会場／神岡中央公民館
■	内容／小田野直武と秋田蘭画
■	講師／山本丈志さん（秋田県文化
振興課）

【問い合わせ・申し込み】
	 神岡中央公民館	☎0187-72-2501

第21回きょうわ
ミニコンサート

　ピアノや声楽、管楽器によるス
テージをお楽しみください。
■	日時／11月13日（日）午後２時開
演（午後１時30分開場）

■会場／協和市民センター（和ピア）
■入場料／500円（中学生以下無料）
【問い合わせ】
	 伊藤さん	☎018-892-3603

ゴスペルを歌う体験会
　合唱の経験がない方や英語が分
からない方も一緒に楽しめます。
■日時／11月29日（火）

午後６時30分～８時30分
■会場／日本基督教団大曲教会

（大曲栄町4-6）
■参加費／2,000円（高校生以下無料）
【問い合わせ・申し込み】
	 因幡さん	☎070-5475-4216

大曲 パイプオルガン
コンサート

■	日時／11月20日（日）午後１時
30分開演（午後１時開場）

■会場／大川西根小学校
■入場料／無料
【問い合わせ】
	 大川西根小学校	☎0187-68-3030

プリザーブドフラワー
体験講座（初心者向け）

　プリザーブドフラワーを使って
クリスマスをテーマにしたアレン
ジメントを作ってみませんか。
■	日時／11月28日（月）午前10時
～正午

■会場／仙北ふれあい文化センター
■参加費／1,000円（材料費）
■定員／15人
■講師／阪本嘉さん（デザイナー）
【問い合わせ・申し込み】
	 仙北ふれあい文化センター
	 ☎0187-69-3333

太田 宝くじ助成金を活用
　太田地域自主防災組織連絡協議
会では、（一財）自治総合センター
が行う宝くじ助成金事業を活用し
て、発電機24台を整備しました。生
活用水確保のための地下水くみ上
げなど、災害や停電の際に活用さ
れます。
【問い合わせ】
	 太田支所市民サービス課
	 ☎0187-88-1114

親と子のための講演会
■	日時／11月27日（日）午前10時
～正午

■会場／グランドパレス川端
■入場料／無料
■	内容／気になる子ども	青少年の
理解と対応
■講師／秋山邦久さん

（越谷心理支援センター所長）
【問い合わせ】
	 	大仙親と子の総合支援センター
（まるこのひろば）	☎0187-63-2344

大曲 大仙市混声合唱団
第41回定期演奏会

■	日時／11月13日（日）午後１時開
演（午後０時30分時開場）
■会場／大曲市民会館・小ホール
■入場料／無料
【問い合わせ】
	 渡辺さん	☎0187-62-4948

大曲 11月の産業展示館
○焼き物と油絵の２人展

（石山新作さん、牧子さん作品展）
　期間／11月６日（日）まで
　	時間／午前９時～午後４時
○第34回秋田墨滴窓友会書道展
　	期間／11月12日（土）から

20日（日）まで
　時間／午前９時～午後４時
※	12日は午後１時～、20日は午後３時
まで
■会場／産業展示館
■入場料／無料
【問い合わせ】
	 青少年ホーム	☎0187-62-1312
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【問い合わせ】 男女共同参画推進室 ☎0187-88-8039

【小学生の部】最優秀賞鎌田桜芽さん（西仙北小３年）

男女共同参画に関する
絵てがみコンクール

身近なところから「男女共同参画」について知ってもらうきっかけづくり、学習活動の一環とし
て「絵てがみコンクール」を開催し、「小学生の部」「中学生の部」「高校・一般の部」合わせて

130点の応募がありました。全ての作品を市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）に展示するほ
か、入賞作品は市ホームページ（http://www.city.daisen.akita.jp/）に掲載します。応募いただいた作品は、今後の
男女共同参画推進・啓発に役立たせていただきます。たくさんのご応募ありがとうございました。

11月は男女共同参画推進月間です

家族やパートナー、学校の友人、職場の同僚など、自分を取り巻
く人たちに向けて伝えたいメッセージテーマ

【小学生の部】▶優秀賞＝佐々木逢和さん、山谷南紗さ
ん▶佳作＝佐々木桃子さん、小笠原理子さん【中学生の
部】▶優秀賞＝高橋歩花さん、藤澤千紘さん▶佳作＝
秋山凛音さん、小松怜さん、本間愛弓さん【高校・一般の
部】▶優秀賞＝鎌田雅子さん、田口名緒さん▶奨励賞＝
高橋音人さん、佐々木妃菜さん▶佳作＝加藤洋子さん、
樫尾和衛さん、福山健太さん

入賞

ともに作ろう
明るい社会

【中学生の部】最優秀賞髙橋凛湖さん（太田中２年）

【高校・一般部】最優秀賞藤原陽介さん（大曲）

DAISEN City Public Relations 2016.1117
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【だいせんニューストピックス】

美しき青きドナウの
曲にのせて打ち上が
ったスターマイン

　「大曲の花火・秋の章 『あおのものがたり』」が10月
８日、大曲花火大橋上流河川敷で開かれ、訪れた約
３万人が秋の花火を堪能しました。
　第１幕では、花火玉の大きさの違いや芯入花火の変
遷などを花火研究家の小西亨一郎さんの解説で楽し
むレクチャー花火、第２幕は地元５業者による青色に
こだわった創造花火、第３幕は県内外の花火作家選
抜８人による割物
花火の競演、第４
幕はミュージカル

「フレンチカンカ
ン」を花火で物語
った劇場型花火。
第１幕から４幕ま
での多彩な構成で
観客を楽しませま
した。

大曲の花火 秋の章「あおのものがたり」
秋の夜空を彩る劇場型花火ショー

　法隆寺管長の大野玄妙さんによる特別講演会が10
月15日、大曲市民会館・小ホールで行われ約450人が講
話に耳に傾けました。
　同講演会は、太田地域出身の仏画師で法隆寺金堂壁
画模写を手がけた鈴木空如の作品展開催に合わせ行
われたもので、法隆寺管長による講演は県内で初め
て。大野さんは「日本のこころと和の文化」と題して講
演。同寺を建立した聖徳太子の教えに触れ、誰もが安
心して暮らせる社会実現のために「和」の精神を広め

たことを説明しました。ま
た、このほか東京藝術大学
客員教授の有賀祥隆さん
が「法隆寺と仏教美術につ
いて鈴木空如の画業～法
隆寺金堂壁画の模写を中
心にして～」と題して講演
しました。

法隆寺管長特別講演会
聖徳太子が提唱した「和」の文化

穏やかにときに笑いを交えな
がら話す大野さん

指差し会話シートを使って会話の練習をする受講者（写真右）

　事業所向けの外国人観光客おもてなし講座の第１
回が10月18日、秋田銀行大曲支店で行われ市内の事業
所に勤める15人が参加しました。
　来年開催される第16回国際花火シンポジウムをは
じめとする外国から訪れる観光客のおもてなしに活
用してもらおうと秋田銀行、北都銀行、羽後信用金庫
の３金融機関が来年の３月まで６回開催するもの。講
座では、市が作成した指差し会話シートを使用した外
国人客との会話やコミュニケーションの取り方を学
びました。

事業所向け外国人おもてなし講座
楽しく快適なおもてなしを提供

　第７回四ツ屋まつりが10月９日、四ツ屋公民館周辺
で行われ、多くの子どもたちや家族連れなどでにぎわ
いました。
　まつりは、地域の若者でつくる実行委員会や「四ツ
屋青年塾」、四ツ屋コミュニティ会議が中心となり毎
年開催しています。高さ4.5㍍の「四ツ屋花火灯籠」が
地区内を練り歩いたほか、夜には子どもたちのダンス
や大仙こまち百蓮會などのよさこい演舞のほか、約
500発の花火が初秋の夜空を彩りました。

花火灯籠を背景に披露されたよさこい演舞の総踊り

第７回四ツ屋まつり
世代を超えた交流、地域の元気をつなげる
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　西仙北地域刈和野地区在住の郁子さんは、大
正５年10月３日生まれ。女学校を卒業後結婚
し、６人の子どもを育て上げました。
　現在は、秋田市から通う次男や地域の住民、
ホームヘルパーなど周囲の支えを得ながら１
人で暮らしています。かかりつけ医のお墨付き
をもらうほど健康で、普段は新聞を読んだりテ
レビを見たり自然体で過ごしています。

 穏やかでお話好き
今野 郁子 さん

～いつまでも お元気で～
在宅で百歳を迎えられた皆さんをご紹介します

寿
こ と ぶ き

百
ひ ゃ く

歳
さ い

　太田地域駒場地区在住のフヂノさんは、大正
５年10月１日生まれ。隣近所で田植えや畑仕事
を手伝いながら５人の子どもを育て上げました。
　現在は息子夫婦との３人暮らし。今年の暑さ
で体が弱ってしまいベッド中心での生活です
が、体調の良いときは針仕事をしたり、友だちと
話をしたりして健やかな毎日を過ごしています。

なんでも食べることが健康の秘
ひ

訣
けつ

三浦 フヂノ さん

　大仙市交通安全母の会（佐藤悦子会長）ミニキャラバ
ンが９月28日・29日の両日、大曲駅前子ども園、大曲北
保育園、おおたわんぱくランドの３園を訪れました。
　同会では園児たちに交通ルールを学んでもらい、交
通事故から身を守ってもらおうと、市内の幼稚園・保
育園を回り啓発活動を毎年実施しています。勉強会で
は、交通安全のビデオを上映したほか、大仙警察署員
と市マスコットキャラクターのまるびちゃんによる
交通安全教室が行われ、子どもたちは「左右の安全確
認」や「飛び出しをしない」、「危険を知らせる音に注
意する」ことなどを学びました。

交通安全母の会キャラバン
ルールを守って 交通安全

まるびちゃんと一緒に交通ルールを確認する子どもたち

　ねんりんピック秋田2017「グラウンド・ゴルフ交流
大会」リハーサル大会兼秋田県出場チーム推薦選考会
が10月５日、秋田太田奥羽グラウンド・ゴルフ場で行
われ、全県から出場した48チーム288人が本大会出場
を目指してプレーを繰り広げました。
　１グループ６人でコースをまわり、打数の少なさを
競う同競技。参加者は、時折吹く強い風をものともせ
ず自慢の腕を競いました。

広々とした会場でプレーを楽しむ参加者

ねんりんピック秋田2017
「グラウンド・ゴルフ」リハーサル大会

本大会出場を目指し腕を競う
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　大曲花火米の稲刈り作業が９月28日、大曲地域四ツ
屋地区で行われ、四ツ屋小、花館小の５年生や四ツ屋
保育園、どれみ保育園の園児、大曲農業高校の生徒、地
域の方々など約200人が参加しました。
　大曲花火米は「大仙・おばこ花火米研究会」（小松憲司
会長）が高品質ブランド米を目指して栽培しているあき
たこまち。大豆や米ぬかが主成分の有機肥料で育てら

れています。
収 穫 し た 花
火米は、子ど
もたちが販売
体験をするほ
か、ブータン
国王に贈られ
る予定です。

大曲花火米稲刈り
稔りの秋を実感

刈り取った稲を
運ぶ子どもたち

キャンペーンの呼びかけに足を止める買い物客

　自殺予防街頭キャンペーンが９月30日、市内３カ所
のスーパーマーケットで行われ、市自殺予防ネットワ
ーク推進協議会委員や市メンタルヘルスサポーター
の会会員、市議会議員など40人が買い物客に自殺予防
を呼び掛けました。
　市では、保健師による「こころの健康相談」のほか、カウ
ンセラーが相談に応じる「ほっとスペース」などの相談窓
口を設けています。命はかけがえのない大切なもの。一
人で悩まず、身近な人や相談窓口に相談してください。

自殺予防街頭キャンペーン
誰かに話そう　誰かと悩もう

【だいせんニューストピックス】

功
績
を
た
た
え
て
―  

叙
勲・表
彰

　三浦憲一さん（大曲）が地方
教育行政発展への長年の貢献
が認められ、地方教育行政功
労者表彰を受けました。
　三浦さんは、平成18年から27
年まで大仙市教育長を務め、合
併後の学校教育指針の策定や
著名人を招き夢実現への努力
の大切さを学ぶ「夢の教室」事業
を実施するなど市の教育の環境
充実と活性化に尽力されました。

三浦憲一さん
-地方教育行政功労者表彰-

　ナガイ白衣工業株式会社（澤
登一郎代表取締役社長）が障がい
者雇用の取り組みが認められ、
平成28年度障害者雇用優良事
業所等表彰で厚生労働大臣表
彰を受けました。
　同社では現在、障がいのあ
る方11人を雇用し、また社員
が障害者特別支援相談員とし
て活動するなど障害者雇用の
拡大に尽力されています。

ナガイ白衣工業（株）
-厚生労働大臣表彰-

　元・大曲市議会議員の故・新
山良治さん（大曲）が旭日単光章
を受章しました。
　平成３年の初当選以来、３
期12年にわたって旧大曲市議
会議員を務め、平成11年から２
年間、副議長として議会の円滑
な運営に尽力。平成13年から
は市町村合併調査特別委員会
副委員長を務め、合併にかか
る課題解決に力を注ぎました

故・新山良治さん
-旭日単光章-
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※７月21日～10月20日成績報告受け付け分

【 ファミリマートカップ第36回全日本バレーボ
ール小学生大会】
1 大曲ウイングスJr.スポーツ少年団（民谷研一監
督・団員22人）　女子の部／準優勝

【 全日本空手道連盟剛柔会第42回全日本空手道
選手権大会】
2黒川梨々花さん（平和中２年）
　中学生女子形の部／準優勝
　中学２年生女子組手の部／優秀賞
3佐藤朝陽さん（西仙北中１年）
　中学生女子形の部／第３位
4太田迅さん（西仙北小５年）
　小学５・６年生男子形の部／優勝

5黒川史登さん（神岡小４年）
　小学３・４年生男子形の部／優秀賞
6佐藤ひなさん（西仙北小３年）
　小学３・４年生女子形の部	／優秀賞
　小学３年生女子組手の部／準優勝
※	2から6は剛柔流空手道誠和会神岡支部（本部・藤原
誠一代表、神岡支部・高橋悟代表）所属

【2016全県駅伝競走大会】
7大曲中学校駅伝部（高橋宏徳監督・選手６人）／優勝

【第11回楽天イーグルス杯東北少年野球代表大会】
8 神岡野球スポーツ少年団（武藤睦監督・団員36人）
／優勝

2 31

4 5 6

7 8

The Track of Glory
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今回寄せられたのは　13通
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い
き
い
き
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
に

「
外
出
」
の
三
つ
の
効
果
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
が〝
な
る
ほ
ど
〞と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

外
出
す
れ
ば
必
然
的
に
い
ろ
い
ろ

な
人
と
会
話
し
、
多
く
の
刺
激
を
も

ら
っ
て
き
ま
す
。そ
し
て
家
で
そ
の

日
に
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
す
。人

に
話
す
こ
と
で
脳
が
活
性
化
さ
れ
、

そ
し
て
ま
た「
外
出
」す
る
こ
と
で
新

し
い
情
報
を
仕
入
れ
て
き
ま
す
。楽

し
そ
う
な
顔
を
見
る
と
と
て
も
安
心

し
ま
す
。  　
　

    

大
曲		

50
代
男
性

き
ら
き
ら
農
園
、と
て
も
す
て
き

で
す
。フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も

拝
見
し
て
い
ま
す
。二
人
の
女
性
の
農

業
に
向
か
う
生
き
生
き
と
し
た
姿
勢

に
感
動
し
ま
す
。   

神
岡		

30
代
女
性

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が
大
曲
市
民

会
館
で
行
わ
れ
る
の
を
知
り

ま
し
た
。番
組
内
で
会
場
の
市
町
村

が
紹
介
さ
れ
ま
す
が
、
大
仙
市
が
ど

ん
な
風
に
紹
介
さ
れ
る
の
か
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。　

   

大
曲		

50
代
女
性

大
曲
の
花
火
は
、み
ん
な
の
願
い

が
か
な
っ
て
奇
跡
的
に
晴
れ
、

素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。花

火
師
さ
ん
、
大
会
実
行
委
員
会
の
皆

さ
ん
、関
係
者
の
方
々
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。   

大
曲		

60
代
女
性

ほ
か
に
も
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が

紙
面
の
都
合
で
全
て
の
お
便
り
を
掲
載
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お便りお待ちしています
「お便り広場」は皆さんのページです。
市政に対する質問・意見など、皆さんの
遠慮のない声をお聞かせください。
宛先はこちら
〒014-8601
だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記の上、手紙・はがき、
ファクス（0187-63-1119）または Eメール
（kouhou@city.daisen.akita.jp）で送ってく
ださい。Eメールの場合は件名に「お便り
広場」と記入してください。

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　  よ     り

おおきなせなかに ̶ 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

だいせん日和 花
咲
く
夜
空
に
包
ま
れ
て

2016

10 月
vol.276

神岡南外花火大会（９月14日
・中川原コミュニティ公園

）

広
報
だ
い
せ
ん

お知らせ版だいせん日和
2016

10月
vol.277

in大曲図書館

来
ら い

ぶらりフェス！

【問い合わせ・申し込み】  大曲図書館 ☎0187-62-1012

11月２日（水）・３日（木・祝
）午前９時〜午後７時

とき

だいせん読書の日に合わ
せた「本」と出会い、「本」

に触れ合えるイベント

※大仙市では11月の第１木曜
日をだいせん読書の日とし

、家族や地域、社会が一体と
なった読書活動を推進して

います。

○11月２日（水）
　午前10時30分〜11時／読み聞かせ

　午後１時30分〜２時30分／
お宝発見！郷土資料公開講座※

　午後５時30分〜６時30分／本のカバー掛け講座

○11月３日（木・祝）

　午前10時30分〜11時／読み聞かせ

　午後２時〜３時／おいしいコーヒーの入れ方講座※

※「お宝発見！郷土資料公
開講座」

　 大曲図書館が所蔵している郷土資料を公開し、図書

館の歩みと地域の歴史を振り返ります。

　◆定員／25人

※「おいしいコーヒーの入
れ方講座」

　 カフェのようなおいしいコーヒーを自宅でも飲みた

い！そんな方にオススメの講座です。

　◆定員／10人 （参加費1,000円）

自
分
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
女
性
が

農
業
を
頑
張
っ
て
い
る
の
は
素

晴
ら
し
い
で
す
。　
神
岡		

20
代
女
性

健
康
の
達
人
を
読
み
、痛
風
と
尿

酸
値
の
関
係
が
良
く
分
か
り

ま
し
た
。　
　
　

   

中
仙		

20
代
女
性

空
き
家
対
策
の
一
つ
と
し
て
、ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
と

き
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
家
と
し
て
空

き
家
を
使
っ
て
み
て
は
ど
う
か
と
思

い
ま
す
。　

   　
西
仙
北  

40
代
女
性

仙
岩
峠
を
越
え
て
仙

北
平
野
を
一
気
に

駆
け
抜
け
て
来
た
秋
田
新

幹
線「
こ
ま
ち
」が
、
ゆ
っ

く
り
左
に
カ
ー
ブ
を
切
る

と
右
手
に
太
平
山
、
や
が

て
懐
か
し
い
大
曲
の
街
並

み
が
見
え
て
く
る
。左
の

窓
い
っ
ぱ
い
に
稲
穂
の
波

が
広
が
り
、
そ
の
彼
方
に

堂
々
と
奥
羽
山
脈
が
連
な

る
。我
ら
が
ふ
る
さ
と
大

曲
は
、い
つ
で
も
温
か
く
、

帰
省
す
る
私
た
ち
を
迎
え

て
く
れ
る
。

大
曲
で
生
ま
れ
、大
曲

で
育
ち
、
今
は
東

京
な
ど
首
都
圏
で
暮
ら
す

人
を
は
じ
め
、
大
曲
に
縁

の
あ
る
方
な
ら
誰
で
も
入

会
で
き
る
「
首
都
圏
大
曲

会
」。平
成
元
年
の
誕
生
だ

か
ら
今
年
28
歳
、
青
春
真

っ
た
だ
中
だ
。首
都
圏
大

曲
会
は
、
動
き
の
激
し
い

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
ふ

る
さ
と
を
思
い
、
共
に
伸

び
て
い
こ
う
と
す
る
「
大

仙
市
を
愛
し
、
大
曲
大
好

き
人
間
」の
集
団
で
あ
る
。

夏
、
帝
国
ホ
テ
ル
を

会
場
に
繰
り
広
げ

る
総
会
と
懇
親
会
。冬
は
、

そ
の
年
の
夏
に
行
わ
れ
た

「
大
曲
の
花
火
」
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
観
賞
す
る
「
東
京
で
大

曲
の
花
火
を
観
る
会
」
を

開
催
し
て
い
る
。取
り
寄

せ
た
地
酒
を
前
に
参
加
者

は
カ
ラ
オ
ケ
を
競
い
合
っ

て
大
満
足
。に
ぎ
や
か
な

大
曲
弁
も
楽
し
い
。

第１回  首都圏大曲会
（文・大釜茂璋会長）

［写真］毎年開催されている総会。旧交を温め合
いながら、ふるさとの話題に花を咲かせる。

首都圏大曲会
　会長／大釜茂璋さん
　会員数／400人
※	会員申し込みなどの問い合わせは事務局へ電
話（☎03-3341-6339）またはＥメール（info@
e-prosjp.com）まで連絡ください。
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no.27だいせんものづくり図鑑
　

仙
北
地
域
戸
地
谷
地
区
で
被
服
用

部
品
や
衣
類
な
ど
の
製
造
を
行
っ
て

い
る
の
が
、
株
式
会
社
イ
タ
ク
ラ
秋

田
工
場（
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区
、板
倉

誠
代
表
取
締
役
）で
す
。 　

　

同
社
は
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
に

創
業
し
、１
９
７
３（
昭
和
48
）年
に
製

造
拠
点
と
し
て
秋
田
工
場
を
創
設
し

ま
し
た
。以
来
、今
日
ま
で
40
年
以
上

に
わ
た
っ
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

同
工
場
に
は
、
縫
製
部
と
商
品
部

の
二
つ
の
部
門
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。有
名
ブ
ラ
ン
ド
を
含
め
る
レ
デ

ィ
ー
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
を
中
心

に
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
学
校

制
服
な
ど
の
ほ
か
、
加
工
に
技
術
が

必
要
な
シ
ル
ク
な
ど
の
生
地
に
も
対

応
で
き
る
こ
と
か
ら
、
高
級
ナ
イ
ト

ウ
ェ
ア
な
ど
の
製
造
に
も
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
ケ
ッ
ト
や
布
地
接
着
用

ペ
ア
テ
ー
プ
、バ
イ
ア
ス
テ
ー
プ
、マ

ー
ベ
ル
ト
な
ど
、
衣
服
製
造
に
不
可

欠
な
多
く
の
付
属
部
品
を
製
造
す
る

傍
ら
、衣
服
に
留
ま
ら
ず
、医
療
用
ベ

ッ
ド
カ
バ
ー
、
ド
レ
ス
カ
バ
ー
、エ
プ

ロ
ン
か
ら
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
販
促
用

ノ
ベ
ル
テ
ィ
商
品
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な

物
品
の
縫
製
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」を
大
切

に
す
る
同
社
の
縫
製
・
製
造
技
術
は
、

製
造
先
と
し
て
指
名
を
受
け
る
な

ど
、
長
年
に
渡
っ
て
全
国
の
顧
客
の

信
用
に
支
え
ら
れ
、
細
部
ま
で
目
の

行
き
届
い
た
品
質
の
高
い
商
品
を
作

り
続
け
て
い
ま
す
。

① キャベツはせん切り、長ネギは
斜めに薄く切り、ともに塩でも
み、30分ほどおいて水気をよ
く絞る。

② ニンジンは皮をむき、３センチ
くらいのせん切りにし、ゆでて
水気を切る。

③ スライスチーズはすべて半分

に切る。
④ サクラエビはフライパンで乾

煎りし、香りをたたせる。
⑤ 春巻きの皮に③、①、②、④を順

に置いて巻き、のりで留める。
⑥ 薄くサラダ油をひいたフライ

パンで両面をこんがりするま
で焼く。

【作り方】

キャベツの春巻き
〜キャベツをたっぷり食べよう〜

キャベツ ………………… 250ｇ
長ネギ ・…………………半�聎本（70ｇ）
ニンジン ………………… 70ｇ
サクラエビ……………… 15ｇ
スライスチーズ ………… ４枚

春巻きの皮……………… ８枚
塩 ………………………… 小さじ¼��
サラダ油 ………………… 大さじ１半�聎

【のり】小麦粉、水 ………各大さじ半�聎

【材料（４人分）】　　栄養価／１人あたり232キロカロリー　食塩1.0g

食生活改善推進協議会 ヘルスメイトさんの健康レシピ resipi.75

○揚げないので素材の味が生かされヘルシーです。
○酢やレモン汁などをつけるとさっぱりとした味が楽しめます。

ひとことアドバイス

株式会社イタクラ秋田工場［仙北］
　製造品目／制服等の衣類や洋服用付属資材
　従業員数／12人
@�今回の案内人は商品部係長の佐々木明美さん
（写真左）と縫製部係長の戸嶋由佳子さんです

熟練技で高品質の商品づくり

今月のレシピ当番は神岡支部の
黒川三枝子さんです



Medical Chart  no.112

皆
さ
ん
は
、「
月
経
前
症
候
群
（
Ｐ

Ｍ
Ｓ
）」
と
い
う
病
名
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。こ
れ
は
、月
経
前
３
〜
10
日

間
の
間
に
起
こ
る
身
体
症
状
、
精
神
症

状
を
言
い
ま
す
。「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」「
十

分
眠
っ
た
の
に
眠
い
」「
判
断
力
が
低

下
す
る
」な
ど
の
精
神
症
状
や
、「
顔
や

手
足
が
む
く
む
」「
頭
痛
が
す
る
」「
頭

が
重
い
」「
乳
房
が
張
る
」「
お
腹
が
張

る
」「
腰
が
痛
い
」な
ど
の
身
体
症
状
が

特
徴
で
す
。

思
春
期
か
ら
更
年
期
ま
で
の
女
性

の
20
〜
40
％
に
見
ら
れ
、
原
因

は
不
明
で
す
が
、
排
卵
後
に
上
昇
す
る

「
黄
体
ホ
ル
モ
ン
」が
引
き
金
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。月

経
は
女
性
の
正
常
な
状
態
に
伴
う
も
の

で
す
の
で
、
月
経
前
に
起
こ
る
右
記
の

症
状
は
病
気
で
な
い
と
い
う
考
え
も
あ

り
ま
し
た
が
、近
年
、研
究
が
進
み
、症

状
の
改
善
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。治
療
は
、生
活
指
導
と
薬
物
療

法
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
生

活
指
導
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
、
食
生
活
で
す
。砂
糖
の
た
っ

ぷ
り
入
っ
た
も
の
や
、
カ
フ
ェ

イ
ン
の
入
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
は
控
え

ま
し
ょ
う
。砂
糖
の
摂
取
で
急
激
な
血

糖
上
昇
と
、
そ
の
後
に
急
激
な
血
糖
下

降
が
起
こ
り
ま
す
。こ
の
血
糖
値
の
急

激
な
下
降
が
、
憂
う
つ
感
と
疲
労
感
を

起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
フ
ェ
イ
ン
は
神
経
を
過
敏

に
し
、
イ
ラ
イ
ラ
感
や
憂
う
つ
感
を
強

く
し
ま
す
。

さ
ら
に
、食
塩
は
水
分
を
体
に
た
め

る
作
用
が
あ
る
の
で
、む
く
み
や

腹
部
膨
満
感
を
増
悪
さ
せ
ま
す
。月
経

前
に
は
過
度
の
食
塩
の
摂
取
を
控
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
た
ば
こ
も
症
状
の
増

悪
に
関
係
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
食
物
の
取
り
す
ぎ
に
注
意
し
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
生
活
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

次
は
睡
眠
で
す
。睡
眠
が
少
な
い

と
脳
内
物
質
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
が

低
下
し
、イ
ラ
イ
ラ
、憂
う
つ
感
と
い
っ

た
症
状
が
現
れ
ま
す
。睡
眠
を
十
分
に

摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

A Talk about “ Prementstrual Syndrome” 

生活習慣の見直しと改善がポイントです−

月経前症候群

大曲仙北医師会

佐藤 康美  院長

佐藤レディースクリニック

戸蒔谷地添106-1
☎ 0187-86-0311

さ
ら
に
運
動
も
大
切
で
す
。運
動

す
る
こ
と
で
、
体
の
充
血
が
改

善
し
、水
分
の
む
く
み
も
改
善
し
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
は
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
、
イ
ラ
イ
ラ
や
不
安
を
取
り

除
い
て
く
れ
ま
す
。症
状
の
始
ま
る
前

に
定
期
的
に
運
動
す
る
こ
と
が
最
も
大

切
で
す
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
月
経
前
症

候
群
の
改
善
に
は
、

１ 
食
生
活
の
改
善

２ 

規
則
正
し
い
生
活（
睡
眠
）　

３ 

定
期
的
な
運
動

…
の
三
つ
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
も
、
症

状
が
改
善
し
な
い
場
合
に
は
薬
に
よ
る

治
療
が
必
要
で
す
の
で
、
か
か
り
つ
け

の
産
婦
人
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 健

康
の
達
人

Letters from
 Om

agari-Sem
boku M

edical Association
M

asters of H
EALTH

.

大
曲
仙
北
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

パ
ソ
コ
ン
か
ら http://w

w
w

.om
agari-m

ed.or.jp

携
帯
電
話
か
ら http://w

w
w

.om
agari-m

ed.or.jp/i/

大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り

24
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健康増進センター

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）

☎0187-62-1015
☎ 0187-62-9301

☎ 0187-75-0476
☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信
健康は日々のチェックから

中央（健康福祉会館内／大曲）	

　平成28年度に40歳・50歳・60歳・70歳になる方を対象
に成人歯周疾患検診を行っています。
　口の健康は全身の健康にも深い関わりがあり、歯周
病が進行すると全身に悪影響を及ぼすことがあります。
　対象となる方には個別に通知していますので、同封
されている協力歯科医療機関一覧に記載のある医療
機関に予約し、受診してください。
◆対象／市に住民登録し、平成28年度に40歳・50歳・60

歳・70歳になる方
◆ 自己負担額／1,000円（受診料3,500円のうち、市が2,500

円を助成）
※ 対象者によって無料となる場合があります。通知をご確認く

ださい。
◆受診期限／12月31日（土）
◆検診内容／歯肉状態やむし歯の有無等の検査、歯の

磨き方指導など

全身の健康はお口から
成人歯周疾患検診

期日 内容・講師 申込期限

11月７日
（月）

「異世代との付き合い方、
若い人との関わり方」

上村佐知子さん（秋田大学講師）
11月４日
（金）

12月２日
（金）

「あなたもゲートキーパー
～気づく・見守る・つなげる輪を

地域に広めよう～」
佐々木久長さん（秋田大学准教授）

11月29日
（火）

　自殺予防に関する知識を学び、こころの健康への関
心が深まるセミナーを開催します。
◆ 対象／市に住民登録している方
◆期日／

◆時間／午後１時30分～４時
◆会場／健康福祉会館
◆定員／各50人
◆受講料／無料
◆申し込み方法／健康増進センターに電話で申し込み

あなたのこころ、お元気ですか
大仙こころほっとセミナー

◆ 対象／市に住民登録している35歳以上の方（昭和57
年４月１日までに生まれた方）

◆ 日時／11月13日（日）午前５時30分～７時30分
◆会場／健康福祉会館
◆受診料／1,200円
◆申込方法／健康増進センター中央に申し込み
◆検診内容／バリウムによる検診

早期発見が第一です
胃がん検診の追加検診

医療機関 電話番号
大曲厚生医療センター
（大曲通町8-65） ☎	0187-63-2111

大曲母子医院
（大曲福住町8-18） ☎	0187-63-2288

くしま産婦人科医院
（幸町1-53） ☎	0187-88-8455

佐藤レディースクリニック
（戸蒔字谷地添106-1） ☎	0187-86-0311

田口医院
（大曲福住町2-5） ☎	0187-63-1380

◆協力医療機関

※ 市外の医療機関を希望する場合は、健康増進センター各
分室（中央・西部・東部）にお問い合わせください。

※ 休診日や診察時間が変更になるときがあります。事前に
医療機関に確認してください。

　市では、協力医療機関で受診する子宮頸がんと婦人
科超音波の検診を実施しています。申し込みをした方
には、受診券を送付しています。早めに受診しましょう。
　申し込みをしていない方で、受診を希望する場合
は11月25日まで最寄りの健康増進センター各分室（中
央・西部・東部）にご連絡ください。
◆ 対象／昭和51年４月２日から平成９年４月１日ま

でに生まれた方
◆ 受診料／1,800円
◆受診期限／12月30日（金）
◆内容／問診、細胞検査、超音波検査
◆ 持参するもの／①平成28年度子宮頸がん検診・婦人

科超音波検診統一受診券または無料クーポン券（紛
失した方は健康増進センター各分室に連絡ください）②健
康保険証③受診料金

まだ受けていない方は早めに受診しましょう
子宮頸

けい

がん、婦人科超音波検診

日頃からの
歯の健康管理が
大切です



11 月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

	 ４日・金	 定例記者会見
	 	 県行政書士会との災害時支援協定

調印式
	 ８日・火	 商工団体連絡会行政懇談会
	 ９日・水	 秋田県仙北地域公民館大会
	11日・金	 大仙市ふるさと物産フェア有楽町

（～12日・東京都）

	15日・火	 花火師との懇談会・「大曲の花火」
の集い（東京都）

	16日・水	 全国市長会理事・評議員合同会議
（～17日・東京都）

	21日・月	 県・市町村協働政策会議総会
	 	 県知事と市町村長との行政懇談会
	22日・火	 大仙美郷介護福祉組合正副管理者
	 	 会議
	 	 大仙美郷環境事業組合正副管理者

会議
	 	 大曲仙北広域市町村圏組合正副

管理者会議
	 	 大曲商工会議所会員大会
	24日・木	 首都圏企業懇話会（～25日・東京都）
	27日・日	 NHKのど自慢
	28日・月	 大仙市議会定例会（第１日）
	30日・水	 定例記者会見
	 	 大仙美郷介護福祉組合議会定例会
	 	 大仙美郷環境事業組合議会定例会
	 	 大曲仙北広域市町村圏組合議会定

例会

市長交際費 （９月１日～30日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 27 151,060 円
協 賛 0 0 円
弔 慰 5 70,000 円
合 計 32 221,060 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および副賞	
	 　　			など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある
　　			方や旧市町村の功労（績）者に対する香典など

■各図書館イベント／
【おはなし会】
大曲 11月２日・９日・16日（水）午後３時30分～４時
仙北 11月 12日（土）午前10時 30分～ 11時
協和	 11月 19日（土）午前10時～ 11時
神岡	 11月 19日（土）午前11時～正午
西仙北 11月 26日（土）午前10時～ 11時
【絵本となかよし会】
中仙（うさちゃんひろば）11月11日（金）午前10時30分～11時30分
【秋のナイトライブラリー】
中仙 11月４日から25日までのうち毎週金曜日		午後６時～７時
【どんぐり文庫 おはなし会】
太田（敬愛館）11月 20日（日）午前９時30分～11時
【手ぶくろ人形づくり  クリスマスバージョン】
協和（和ピア）　11月 28日（月）午後１時30分～
大曲図書館企画展「雑誌等リサイクル」
期間／11月２日（水）から20日（日）まで
時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【11月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼２日＝西仙北
▼７日＝仙北▼７～９日＝中仙（資料整理期間）▼28日＝協和▼28～ 30日＝
仙北（資料整理期間）【12月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼５日＝中仙、仙
北▼７日＝西仙北

西仙北図書館のおすすめ

掃除・洗濯・料理 家事のルールとコツ285
（講談社）

　11月に入り、そろそろ年末の大掃除が気になる
時期になりましたね。忙しい毎日の中で掃除が行
き届かず、見て見ぬふりをしているところはあり
ませんか。
　ついつい後回しにしている場所は、なかなか汚れが落ちないなんてこと
も…そんなときにオススメなのがこの一冊です。この本には、家事を楽に
するルールやコツがたくさん紹介されています。毎日のことだからこそ、少
しでも楽に効率よくできれば時間に余裕が生まれ、それが心の余裕にもつ
ながっていくのではないでしょうか。忙しい方、少しでも自分の時間が欲
しいと思っている方は、ぜひ読んでみてください。　  〈西仙北図書館所蔵〉

図書館情報BOOKs

ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。11月

小説・一般向け図書幼児・児童向け図書
○
Ｘ
―
01 

１
／
あ
さ
の
あ
つ
こ

○
い
つ
も
心
の
中
に
／
小
手
鞠
る
い

○
空
飛
ぶ
リ
ス
と
ひ
ね
く
れ
屋
の
フ
ロ
ー
ラ

／
ケ
イ
ト
・
デ
ィ
カ
ミ
ロ

○
ギ
ュ
レ
ギ
ュ
レ
！
／
斉
藤
洋

○
ね
ず
み
さ
ん
の
く
ら
べ
っ
こ
／
多
田
ヒ
ロ
シ

○
き
ょ
う
は
そ
ら
に
ま
る
い
つ
き
／荒

井
良
二

○
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
だ
い
く
さ
ん
／

な
か
や
み
わ
さ
く

○
へ
ん
し
ん
お
て
ん
き
／
あ
き
や
ま
た
だ
し

○
蜜
蜂
と
遠
雷
／
恩
田
陸

○
オ
ラ
イ
オ
ン
飛
行
／
高
樹
の
ぶ
子

○
籠
の
鸚
鵡
／
辻
原
登

○
黒
い
紙
／
堂
場
瞬
一

○
孤
蓬
の
人
／
葉
室
麟

○
デ
ト
ロ
イ
ト
美
術
館
の
奇
跡
／
原
田
マ
ハ

○
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ラ
イ
フ
／
荻
原
浩

○
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
／
奥
田
英
朗

○
五
弁
の
秋
花
／
梶
よ
う
子

○
明
る
い
夜
に
出
か
け
て
／
佐
藤
多
佳
子

新着図書

26

各図書館問い合わせ
大曲図書館　  ☎ 0187-62-1012 協和図書館　  ☎ 018-892-3830
神岡図書館　  ☎ 0187-72-2501 南外図書館　  ☎ 0187-74-2130
西仙北図書館  ☎ 0187-75-0099 仙北図書館　  ☎ 0187-69-3334
中仙図書館　  ☎ 0187-56-7200 太田図書館  （太田スポーツクラブ）

　  　　　　　☎0187-86-9460
「秋の稔りフェア」であいさつをする栗林市長

（10月22日・大曲ヒカリオ）
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中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
	 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
	 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
	 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
	 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
	 ☎ 0187-88-8030

介護予防に関する問い合わせ相談は各高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）へ

介護を必要とせずに、元気に高齢期を過ごすために
♥♥♥♥♥♥♥♥いきいき広場

介護保険事務所
 からのお知らせ

より良い介護サービスの確保
地域密着型サービス事業所の公募と説明会を実施します

【問い合わせ・申し込み】
 大曲仙北広域市町村圏組合介護保険事務所
 （市役所仙北庁舎内）☎0187-86-3913　	☎�ₘ 0187-86-3914

事業の種類 整備年度
看護小規模多機能型居宅介護
（旧複合型サービス） 平成29年度

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

　大曲仙北広域市町村圏組合では、介護保険事業計画に基づき、地域密着型サービス事業所の基盤整備を進めて
います。公正に事業所を選定・指定し、より優良な介護サービスを確保するため公募を実施します。

◆応募要件／次の全てを満たす法人
○設置主体が法人であること
○整備年度内に事業を開始できること
○介護保険法第78条の２第４項各号に該当しないこと
○公募に関する説明会に参加すること
◆公募する地域密着型サービス／

【説明会】
◆日時／12月９日（金）午前10時～
◆会場／市役所仙北庁舎３階第１会議室
◆ 申し込み方法／法人名、参加者名、電話番号、開設を
希望する事業名、開設予定時期、開設予定地を記入
の上、ファクスで申し込みください。
◆申込期限／12月２日（金）午後５時
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各講座の成果発表
ペアーレ大仙フェア2016
　書道や絵画、ダンスなど学びの
成果をぜひご覧ください。
○作品展示
　日時�／11月５日（土）・６日（日）

午前10時〜午後４時
　会場／大曲交流センター
○舞台発表
　日時／11月６日（日）

午前10時〜午後３時
　会場／大曲市民会館・大ホール
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

あきたエコマイスター県南協議会
講演会
◆日時／11月26日（土）

午後１時〜２時30分
◆会場／仙北ふれあい文化センター
◆入場料／無料
◆申込期限／11月24日（木）
◆�内容／「気候変動の今を伝える、
私たちの暮らしと地球温暖化」

◆�講師／草彅正敏さん（地球温暖化
リポートコミュニケーター）

【問い合わせ・申し込み】
	 戸嶋さん ☎080-4515-9558

フラワーアレンジメントを学ぶ
市民フラワーデザイン講座
◆�日時／11月９日（水）・23日（水）
午後５時〜７時 
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／無料

（別途、材料代1,500円程度）
【問い合わせ・申し込み】
	 栗林さん ☎090-2270-6644

認知症についてみんなで語ろう
第18回「語らいカフェ」
◆日時／11月12日（土）

午後１時30分〜３時30分
◆�会場／歩行と言葉のリハビリ空
間なごみ（大曲栄町13-38）

◆参加費／300円
◆申込期限／11月11日（金）
◆�内容／認知症予防の食事と運動
（認知症予防脳トレマシンのコグニバ
イクやケアトランポリンの体験）

【問い合わせ・申し込み】
	 介護老人保健施設なごみのさと
	 ☎0187-86-0511

国内屈指の渡り鳥中継地で観察
ペアーレ野鳥特別講座
　能代市小友沼で数万羽のガンの
一斉飛び立ちを観察してみませんか。
◆�期日／11月26日（土）・27日（日）
の１泊２日
◆定員／20人
◆�参加費／19,000円（交通費、宿泊代、
食事代、受講料など）
◆申込期限／11月３日（月）
【問い合わせ・申し込み】
	 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

クリスマスに手作りお菓子を
料理教室特別講座
◆�日時／12月４日（日）午前10時〜
午後２時
◆会場／ペアーレ大仙
◆定員／８人
◆�受講料／1,300円（別途、材料費
1,000円）
◆申込期限／11月20日（日）
◆�内容／シュトーレン、クリスマ
スババロアケーキ、リンゴと豚
肉のホワイトソース煮

【問い合わせ・申し込み】
	 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

簡単・ムダなし
季節の食材活用術料理講習
　一人前の分量で作る簡単な料理
なので一人暮らしの方や料理初心
者の男性などにお勧めです。
◆�日時／11月14日（月）・28日（月）
午前10時30分〜午後０時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆定員／各８人
◆�受講料／2,000円（材料費２食分）
◆申込期限／開催日の２日前
◆�内容／14日・秋サケ料理、28日・
キノコ料理

【問い合わせ・申し込み】
	 髙橋さん ☎090-8925-0576

実際に描いて技法を学ぼう
中国水墨画体験教室
◆�日時／11月10日（木）・24日（木）
午前10時〜11時30分
◆会場／青少年ホーム
◆受講料／1,000円
◆�持参するもの／書道用具、半紙、
キッチンペーパー、雑巾

【問い合わせ・申し込み】
	 赤川さん ☎080-2483-0592

　DV（ドメスティックバイオレンス）とは、配偶者等からふるわれる暴力
のことです。身体的暴力だけでなく、精神的、社会的なものも含まれま
す。一人で悩まず、まずは相談してください。

○女性相談所
　女性ダイヤル相談
	 ☎018-835-9052
　DVホットライン
	 ☎0120-783-251
※�月〜金曜日の午前８時30分〜午後９
時、土・日、祝日の午前９時〜午後６時
（年末年始を除く）

○南福祉事務所
	 ☎0187-63-5355
※�月〜金曜日の午前８時30分〜午後５
時15分
○県警察本部レディース
	 通話110番 ☎0120-028-110
※�24時間（月〜金曜日の午前８時30分〜
午後５時は女性警官が対応）

11 月はＤＶ防止推進月間
一人で我慢しないで
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【献血日程の変更】
だいせん日和10月号お知らせ版９ページ、11月24日（木）の献血日程に次のとおり変更がありましたのでご注意ください。
○13:30～14:30【変更前】（株）フロムワン秋田工場▶【変更後】グランドパレス川端

相続税や所得税に関する相談
税理士による無料相談会
◆日時／11月12日（土）

午前10時〜午後３時
◆会場／中仙市民会館（ドンパル）
【問い合わせ】
	 東北税理士会大曲支部
	 ☎0187-62-1850

体と心を癒しましょう
ヨガ シャイニングムーン
◆�日時／11月26日（土）午後５時30
分〜６時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／１回1,000円（初回体験500円）
◆�持参するもの／ヨガマット、ま
たはバスタオル、飲み物

※動きやすい服装でお越しください。
【問い合わせ・申し込み】
	 吉岡さん ☎090-5405-7731　

互いの経験を語り合おう
うつコミュニティ秋田 県南支部
　うつ病の患者同士で自身の経験
や悩みなどのを語り合いませんか。
参加を希望する方は直接会場にお
越しください。
◆日時／11月20日（日）

午後２時〜４時
◆�会場／大曲交流センター
◆参加費／300円
【問い合わせ】
	 うつコミュニティ秋田 県南支部
	 佐藤さん ☎090-7669-1966

ダンスフィットネス
ZUMBA（ズンバ）無料体験
　ラテン音楽にのって踊るフィッ
トネス「ZUMBA」を楽しみませんか。
◆日時／11月11日（金）・16日（水）
◆時間／午後７時15分〜８時15分
◆会場／はぴねす大仙
◆�持参するもの／内履き、タオル、
飲み物

※動きやすい服装でお越しください。
【問い合わせ・申し込み】
	 湯野澤さん ☎090-6458-9830

事前に申し込みが必要です
高齢者の無料専門相談
○�法律相談
　日時／11月10日（木）
　相談員／河村憲史さん（弁護士）
○土地・家屋・相続相談
　日時／11月25日（金）
　相談員／相馬完さん（司法書士）
◆対象／おおむね65歳以上の方
◆時間／午前10時〜午後３時
◆�定員／各８人
※�相談は１人30分程度。同じ相談内容は
１人１回まで

【問い合わせ・申し込み】
	 大仙市社会福祉協議会本所
	 ☎0187-63-0277

テーマは「自由な表現で・・」
第13回ブランカ作品募集
◆応募資格／中学生以上の女性
◆�応募規定／未発表の写真で、四
ツ切りまたは四ツ切りワイド
◆�応募方法／作品の裏面に郵便番
号、住所、氏名、タイトルを貼り
届けてください。

※応募者全員に参加賞贈呈
◆応募期限／12月15日（木）
◆�作品展示期間／平成29年１月５
日（木）から24日（火）まで
◆�会場／ギャラリー「カフェ・ブ
ランカ」（大曲中通町3-16）

【問い合わせ・申し込み】
	 ブランカ 三浦さん
	 ☎0187-62-0558

もう一度泳がせよう
こいのぼり募集
　東北電力大曲営業所では、来年
の国際花火シンポジウム開催期間
中、営業所の鉄塔にこいのぼりを
掲げて海外からのお客様をお迎え
しようと考えています。より多く
のこいのぼりでお迎えしたいと思
いますので、家庭で眠っているこ
いのぼりがありましたら同営業所
に提供をお願いします。
【問い合わせ】
	 東北電力大曲営業所
	 ☎0187-62-8834

家庭問題などに関する相談
調停員による無料相談会
◆日時／11月８日（火）

午前10時〜午後３時
◆会場／秋田地方裁判所大曲支部
【問い合わせ】
	 秋田地方裁判所大曲支部
	 ☎0187-63-2033

11月６日（日）から12日（土）まで
の火災予防運動秋 ○消防ちびっこ広場

　秋の火災予防運動に合わせて、
消防車両の展示やAED・消火の体験
ができるイベントを行います。風船
やヨーヨーのプレゼントもありま
すのでぜひ親子でお越しください。
◆日時／11月６日（日）

午前９時30分～11時30分
◆	会場／タカヤナギイーストモー
ル駐車場

　11月６日から12日までは秋の火
災予防運動期間です。これから暖
房器具など火気を扱う機会が増え
る季節になります。火の取扱いに
は十分注意しましょう。
【問い合わせ】	
　大曲消防署	☎0187-63-0151

消しましょう その火 その時 その場所で

たくさんのこいのぼりを
お待ちしています。
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大仙市の行事予定
11月1日 火 ～16日 水

○休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
　■医療機関／大曲厚生医療センター ☎ 0187-63-2119
　■時間／午前９時～午後３時
○小児救急診療（日曜日）
　■医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2119
　■時間／午前９時～午後３時
○休日歯科当番医
　■医療機関／行事予定表の　を確認してください
　■時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前に電話で確

認してください。

歯	

旧池田氏庭園払田分家庭園ライトアップ
「晩秋のファンタジーナイト」（〜６日）▶ P.32
■午後４時 30 分～７時■旧池田氏庭園払田分家庭園

土5

木10

日13
結婚応援無料相談会▶P.15
■午後２時～、午後２時45分～、午後３時30分～
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）※要申し込み
歯	 金子歯科クリニック（大曲）☎ 0188-63-7300

伝統野菜料理教室
■午前10時～午後１時■はぴねす大仙 ※申込者のみ火8

金11

水9
ひだまり出前コーヒーサロン
■午後１時～３時
■市民活動交流拠点センター（Anbee 大曲２階）（100 円）

金4

火15

水2

月14

火11／1 除雪等合同出動式
■午後２時30分～■大曲市民会館・小ホール

税に関する習字・作文コンクール入賞作品展示（～11日）
■イオンモール大曲２階「パニパニ」前連絡通路▶ P.13

ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

月7

水16
認知症の方と家族の集い「たんぽぽの会」
■午前 10 時～ 11 時 30 分■大曲交流センター▶ P.15
神岡地域行政相談■午前 10 時～正午■神岡福祉センター
中仙地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分

仙北地域行政相談■午後１時 30分～４時■仙北庁舎１階相談室
■中仙農村環境改善センター

日6
民俗芸能フェスティバル
■午後１時 30 分開演■仙北ふれあい文化センター

歯	 カワラダ歯科医院（仙北市）☎ 0187-55-1188

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～午後４時30分
■【家庭系ごみ】66円／ 10㎏【事業系ごみ】133円／ 10㎏

旧池田氏庭園「穆如亭」日曜お茶席（裏千家・佐々木社中）
■午前 10 時～（お茶代 300 円）※お菓子がなくなり次第終了
■旧池田氏庭園（入園料 320 円）※高校生以下無料

税に関する習字・作文コンクール入賞作品展示（～18日）
■市民活動交流拠点センター（Anbee 大曲２階）▶ P.13土12

木3
文化の日

旧池田氏庭園「穆如亭」日曜お茶席（宗偏流・櫻田社中）
■午前 10 時～（お茶代 300 円）※お菓子がなくなり次第終了
■旧池田氏庭園（入園料 320 円）※高校生以下無料

第10回全日本残月花火選手権大会 
■午前９時30分競技開始■神岡北楢岡地区の稲刈り後の田んぼ

【問い合わせ】 
	 まるこのひろば（大花都市再生住宅１階）☎	0187-63-2544

日時 事業名
11日（金）
13:30～ 健康・介護相談～お気軽にどうぞ

19日（土）
13:30～

「昔の話をしよう」
懐かしの映像を見て、うたを歌おう！

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
※水曜日を除く週６日開設

☎0187-63-2344
（大花都市再生住宅）

１日（火）
9:30～

月例身体測定
（午前中のみ）

４日（金）
10:30～ 楽しく歯磨きしましょうⅡ

15日（火）
10:30～ 一緒に遊ぼう（３Ｂ体操）

18日（金）
10:30～ 絵本となかよし

25日（金）
10:30～

誕生会
（11月生まれの子）

つなっこひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-8214-8159

（西仙北中央公民館）

２日（金）
～12日（月） アンパンマンはどーこだ！

随時 お誕生日おめでとう！！
（11月生まれの子）

うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-2845-9267

（中仙市民会館（ドンパル））

11日（金）
10:30～ 絵本となかよし会

23日（水）
10:30～ エプロンシアターを楽しむ

E INFO.EV   NTS
月の高齢者生活相談所イベント情報11

E INFO.EV   NTS
月の子育てイベント情報11
開催場所

（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限

サンクエスト大曲
大曲子育て
支援センター
☎0187-62-5733

10日（木）
10:00～ ごっこ遊びを楽しもうⅠ ８日

（火）
17日（木）
10:00～

ごっこ遊びを楽しもうⅡ
お誕生会

15日
（火）

12月１日
（木）
10:00～

リズム遊びをしようⅠ 29日
（火）

大曲交流センター
大曲子育て
支援センター
☎0187-62-5733

24日（木）
10:00～

お話を楽しもう
（読み聞かせ）

22日
（火）

すくすくだけっこ園
☎0187-72-2244

９日（水）
9:30～

ごっこ遊びを
しましょう！！

８日
（火）

みつば保育園
☎0187-87-7130

19日（土）
10:00～

お店やさんごっこを
楽しもう なし

なかせんワイワイ
らんど

☎0187-56-4139
８日（火）
9:30～

運動遊びを
しましょう！ なし

協和保育園
☎018-892-3426

12日（土）
10:00～

生活発表会へ
ようこそ♡

10日
（木）

つきの木こども園
☎0187-73-1088

17日（木）
9:30～ 木の実みつけた！ 16日

（水）
せんぼくちびっこ
らんどわかば園
☎0187-63-1143

30日（水）
9:30～

のびのび一緒に
運動遊び なし

おおたわんぱくランド
すくすく園

☎0187-86-9110
９日（水）
10:00～

体を動かして
遊ぼう！ なし

（ （

（ （

　懐かしいあの頃がよみがえる「昭和のくらし展（秋編）」
を開催しています。くつろぎながら思い出を語り、楽し
みませんか。
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赤や黄色に染まる庭園の木々が

鮮やかな明かりで照らされ、秋夜に浮かび上がります。

幻想的な光景に包まれながら、素敵な夜を過ごしませんか。

旧池田氏庭園払田分家庭園ライトアップ

晩秋のファンタジーナイト

【問い合わせ】 （一社）大仙市観光物産協会 ☎0187-88-8481

ご当地グルメなどの出店のほか、サックスのライブ（５日のみ）を行います。

入場無料旧池田氏庭園払田分家庭園（払田字真山１）

（pm7:00最終入場）※雨天決行4:30〜7:30pmSat.11.5 Sun.6―

今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

人　口 84,430 人     （-135）

　男 39,577 人     （-   46）

　女 44,853 人     （-   89）

世帯数 31,336 世帯    （+ 10）

出　生   35 人
死　亡   105 人
転　入   75 人
転　出   140 人

9/30現在※（ ）内は前月比

人口増減内訳

●編 集 発 行	 秋田県大仙市企画部総合政策課 ☎0187-63-1111（代表）
	 	 	 〒 014-8601 秋田県大仙市大曲花園町１番１号
●発 行 日	 毎月２回（１日・16日）
●印 刷	 株式会社 松本印刷

３
カ
月
ほ
ど
前
の
こ
と
。
９
月
号
の
表
紙
撮
影
で
訪

れ
た「
東
長
野
さ
さ
ら
」の
光
景
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
▼
笛
や
太
鼓
の
音
が
響
く
中
、
三
頭
の
獅
子
が
大

地
を
踏
み
し
め
な
が
ら
舞
う「
さ
さ
ら
舞
」。
お
盆

に
集
落
の
家
々
や
神
社
、
寺
を
回
っ
て
披
露
す
る
舞

で
、
五
穀
豊
穣
や
天
下
泰
平
祈
願
、
先
祖
の
供
養
の

た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
１
６
０
２
年（
慶
長
７
年
）に

伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る「
さ
さ
ら
舞
」。
昔
は
数
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
今
残
る
の
は
東
長
野
、
長
野（
中

仙
）、
国
見
、
横
沢（
太
田
）、
掘
見
内（
仙
北
）の
五
つ

の
み
で
す
▼
３
カ
月
前
の
忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
。
そ

れ
は
、
さ
さ
ら
を
舞
う
小
学
生
と
父
親
の
姿
で
す
。

「
集
落
の
宝
を
次
の
世
代
に
繋つ

な

げ
て
い
く
こ
と
。
そ

れ
が
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命
」
と
、
熱
い
眼
差

し
で
話
し
て
く
れ
た
父
親
。「
病
に
倒
れ
た
方
が
数

年
振
り
に
さ
さ
ら
舞
を
見
て
涙
を
流
し
た
」と
も
▼

祈
願
や
供
養
だ
け
で
な
く
、
集
落
を
繋
ぎ
、
そ
し
て

人
々
の
心
を
繋
ぐ
―
。
４
百
余
年
守
り
続
け
て
い
る

伝
統
を
次
代
に
繋
ぐ
こ
と
が
、
地
元
へ
の
愛
着
心
も

繋
ぎ
続
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
地
域
の

宝
、
そ
し
て
誇
り
で
あ
る
伝
統
文
化
は
、
そ
ん
な
大

き
な
力
を
秘
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 （
け
）
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